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統
針
比
較
の
本
質
ミ
限
界
に
っ
ぃ
て 

3
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(

八

；

で
あ
る
。
强
ひ
て
こ
れ
を
用
ひ
れ
ば
、
的
を
射
ず
し
て
自
他
を
傷
|

。
S

I

が「

比
較
は
統
計
の
I

f

」

と
言
ひ
、Ti

s
c
h
e
r

が 

「
統
計
的
比
較
は
統
K

Q

_

概
念
に
風
し
、
從
つ
て
統
針
理
論
の
廳
部
門
を
權
成
す」

と
言
つ
て
ゐ
る
の
は
蓋
し
至
言
で
あ
る
。

:
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:
;
1に

::
«

し
た
通
办
、
銃
則
利
用
は
凡
ゆ
る
硏
究■に
於
て
一
種
の
流
行
と
さ
べ
見
ら
れ
る
。
併
し
彼
等
に
果
し
て
、
充
分
な
銃

^* 

，
方

法

論

塞

韻

的

知

識

がt

か
ど
ぅ
か
は
多
分
に.疑
問
で
あ
る
。
獨

逸

に
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.

.
9
0
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s
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f
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^
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f

g

e

K

i

s
と
統
f

」

.
と
い
.

が
.あ
る
o
.最
初
か
I

を
だ
ま
す
つ
も
り
で
繁
統
計
を
發
表
す
る
f

別
の
問
題
だ

が

、 

堆
方
法
論
的
謝
譖
力
ら
心
な
ら
ず
も

g

つ
き
.に
な
.つ
て
了
つ
た
と
し
た
ら
、
誰
し
も
遺
憾
に
堪
ヘ
一

な

い

で

あ

ら

.ぅ

。
 ゝ

，こ
'の
.短
_

統
奸Q

作
製
者
と
利
用
者
と
に
多
少
の
參
考
と
な
れ
ば
幸
ひ
で
.あ
'る
。
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ノ
ーr
路
焱
十
四
世
治
下
の
財
政
窮
乏
と
其
の
沿
茧

——

ボ
ア
ギ
’ユ
べ
ー
ル：

の
諸
著
に
現
：れ
た
る
當
時
の
財
政
窮
狀r

財
政
窮 

乏
と
贺
激
誅
求
の
沿
革.—

' 
フ
ラ
■ン
ソ
ア
.一.世
治
>'
の
財
政
改
革
と.其
：の
，效
采
---

ギ
.ラ
?
ル
及
び
_フ
ロ
ウ
メ
ソ
、ト
ウ
等 

,

-の
諸
¥
に
現
れ
た
る
：ア
ゾ
；9
.ィ
ヨ
世
治
^
の
.財
政

效
果——

常
時
の
財
政
.難
及
び
之
に
伴
ふ
收
斂
と
税
制
と
の
關
係 

:：

三
.
' 路
易
十
四
世
治
下
：6
组
稅
制
度
一
#

時
の
茗
要
租
稅
と
し
：ザ
0

人

頭

稅

-

^

人

頭

稅

か

座

質

广

割

會

瓦
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割
當
'の
不
公
JE

と
-其
^

沿
革
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免
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.
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權
許
與
及
び
；其
-の
特
權
剝
_

の

財

齔

免

^i
:

か
賢
格
及
'
-
:
-
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执
瞰
国
と
其
の
經
濟
的
效
果
一-

人
頭
税
の
織
收
方
法
I

收
入
樅
の
選
任
丨
丨
收
入
役
の
職
養
丨
丨
不
當
霞
反
對
者 
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.
に
錡
す
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四
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用
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、
.鹽
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ま
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筆
者
は
嘗
て
本
誌
上
に
於
い
て
、
プ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ブ

.
‘ト
擧
說
の
出
所
を
吟
味
し
*
そ
れ
が
當
時
滔
々
と
し
て
一
世
を
風
靡
せ
る
マ
ー 

力
ン
チ
リ
ズ
ム
の
餘
辦
と
ア
ン
シ
ャ
ン

®

レ
デ
ィ
ム
の
惡
制
と
に
對
す
る
反
動
と
し
セ
必
然
的
に
生
ぜ
る
も

‘

の
な
る
こ
と
、
然
も
其0

學

の
末
*
ボ
ア
ギ
ュ
べ
ー
ル
を
初
め
典
の
他
の
先
蹤
に
依
つ
て
先
鞭
を
潜
け
ら
れ
た
も
の
な
る
こ
と
を
論
證
し
、
ロ
疋
等
先
達
の
重
農
主
義 

的
自
山
主
義
思
想
及
び
政
策
に
就
い
て
，種
々
檢
討
す
る
と
こ
ろ
が
ぁ
つ
た
。
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1
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本
s

n

十
六
卷
第- B

號
、
冋
ト
：第
二
十
七
卷
第
四
號
、
同
上
第
二
十
七
議
十
號
、
同
上
望
十
卷
第
一
號
等
所
歡
拙
稿
參
照

'
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佛

蘭
. ^
0 :

如V
、

政
治
的
權
ヵ.
の
極
度
ゼ
分
散
御
な
る
封
建
社
會
亂
制
に
«

つ
て
は
、
、J E
に
.

其

れ

故

に

と

そ

、

斯

か

る

-*
±

會

體

制

下
 

に
於
い
て
次
第
に
擡
頭. ^

る
商
%

v

:

.

s

.日
：ヮ
と
王
權
と
の
締
盟^

時
に
ー
叉
た
國
民
經
濟
建
設
.

は
、
激
烈
果
敢
：に
行
は
れ
ざ
る
；を
锝
な
知
0 -

た
：
0

脉
ち
之
れ
所
謂
コ
：
ル
べ
：丨
ル
^

^

^

X

佛

蘭

西

マ

，
丨

ヵ

シ

.

チ
リ
ズ
：ム
；が
實
に
他
に
類
例
を
見
ぬ
程
顯
著
に

o '

鐘
西
封
建
社
會
體
制
の
特
質
，
即
飞
其
o

極
度
の
：分

霞

、
從
つ
；て
封
建
的
淺
# .

勢
ヵ
.

の
强
靱
に
し
て
對
內
的
國_

-—
*

の
困 

-

な
る
こ
と
は
ご
吏
に
共
め
地
理
的
诌
然
的
條
件
ノ
却
ち
島
賴
资
國

^

 

然
も
殊
に
マ
ー
ヵ
ン 

チ
リ
ズ
ム
時
^
の

-
轉
質
た
る
强
烈
な
國
際
的
嫉
妬
乃
：至
國
民
的
反
厳
に
燃

: ^
.

た
る
當
時
の
國
際
的
對
立
の
®
唯
屮
に
置
か
れ
て
_

外
. 

的
國
家
獨
立
の
不
安
な
る
こ
と
1

相
俟
つ
て
、
？
救
に
怫
蘭
西
王
權
^

J

し
て
、
そ
の
マ.
1

力
ン
チ
リ
ズ
ム
哺
育
政
策
に
依
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
丨
の
經
濟
的
成
熟
に
も
拘
ら
ず
、
然
も
倚
ほm

i

つ
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
.
デ
‘
モ
•ク
ラ
シ
丨

へ
.の
傾
斜
を
ば
許
す
ど
こ
ろ
が
、
却
つ
て
愈
：々

着

:

土
制Q

强
化
と
了
力
ン
.チ
リ
ズ
ム
政
策
I

依
る
對
內
的
銃
一
及
.び

對

外

的

獨

立

乃

；_

展

の

强

行

へ

と

向

は

ざ

I

得
f

し
め
た
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あ
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斯
ベ
て
,*

英
國
に
.と
っ
て
第
十
七
世
紀
ば
議
, #

主
義
.に
.ま

で

麗
.せ
，る
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
怫
蘭
亂
.に
：於
い
て
は
旧
に
之
；
 

と
逆
に
此
の
世
紀Q

間
に
■

雀

化

し

、
絕
對
主
義
S

化
し
た
、

Q

で

あ

而

し

て

此

Q

絕

對

裏

Q

下
に
行
は
，

e

た
る
も
の
は

何
.

か
。

' 
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'
 

. 

く
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' 

:

一

K

ふ
迄
も
無
く
そ
れ
は
、
國
內
的
に
は
、
王
.機
と
辦
關
係
に
在
っ
て
之
に
其Q

必
耍
と
す
る
財
的
援
助
を
提
供
甘
る
新
興
那 

市
>

ル
ジ
パ
ヮ
ジ
ー
の
經
濟
的
發
M

に
.對
す
る
極
^

{
.
の

國

家

的

指

導

.干
渉
の
續
行
、
從
っ
て
5 1

:
ハ
れ
.に
依
'る
刷
新
の
.阻
密
*
創
意
の
蒌
靡
* 

_

- 0

领
_

; 1

要
^

ぜ
_
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|

_
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_

ザ
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諸
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諸

菌

.に

對

茗

繁

的

權

ヵ

Q
1
：

奪

遠

；彼
等
に
獨
.泣

と

霸

Q

手
段
を
與
ふ
可
羞
業
的
霞
S

す
る
極
端
な
る
獄
、
其
の 

爲
の
農
村Q

靡
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
更
に
又
た
對
外
的
國
家
獨
立
乃
至
震Q

た
め
に
行
は
れ
た
る
無
謀
の
外
征
、
其

蓄
 

せ
る
國
费
の
濫
费
乃
至
蕩
盡
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
：0
. 

•;

從
っ
て
、
何
ょ
b

も
先
づ
國
家
財
及
.の.窮
乏
を
救
濟
し
、
且
っ
，又
た
自
由
と
平
和
の
裡
.に
S

V

怫
蘭
西
P

他
銃
た
る
齒
な「

葡 

萄
と
無
花
粜
の
樹
蔭
に
憇
ひ
を
求
め
‘る
I

s

こ
と
を
欲
來
す
るQ

切
な
る
、
當
時
の
怫
蘭
西
の
如
く
茜
し
き
も
の
は
な
か
つ
た
の
で
あ 

:,
%

;
ー.重
導
連
韻
的
; &
'

冲
主
歲
^
^
^

. »
»
_

財
侧
救
辨
7!
/
寒
改
*

狐
_

德
撕
ぞ
; ^

て
# -
:

勝
^

^

_

泰

- 

當
然
の
こ
，と
、
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
否
气
當
時
盤
西
の
國
家
的
破
證
態
播
す
る
批
判
乃
至
對
策
は
、
先
づ
響
り
、
逼
迪
し， 

證

せ

，1

政
的
篇
乃
至
改
革
ぞ
そ
向
け
ら
れ
たq

.

で
あ
る
。
試
み
に
、
賢

.十
四
世
治
下
為
m

れ
た
る
財
政
關
係
费
書

路
為
ィ
ド
1

“

下
の
財
政
狀
?1
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八
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路
易
十
四
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治
下
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財
政
狀
態
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•小
冊
子
の
數
そ
見
ょ
。
そ
れ
は
、
實
に
、'  

無
撤
一
千
こ
百
の
.多
き
に
達
し
て
居
る
.の

で

あ

，
る
o
?)

然
ら
ば
，
■斯
く
の
如
く
萬
人
萬
策 

を
提
言
す
る
の
.様
そ
呈
せ
し
め
た
る
當
時
の
，財

政

と

は

測

>

如
何
な
る
も
の
‘で
あ
つ
た
か
。
之
を
ボ
ナ
ギ

ュ
べ
■丨
ル
の
諸
营
を
中 

心

と

し

て

，_窺

ひ
(0
ぐ

、：
其
の
凼
つ
て
坐
ぜ
る
所
以
を
尋
ね
、
更
に
當
時
の
財
政
々
.策
の
影
響
を
見
ん
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ

る 
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F
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1
7
6
9，

に
當
時
の
主
要
な
る
文
献
が
揭
載
せ
ら
れ
て
^

る
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佛
蘭
西
は
元
と
豐
か
澈
る
國
で
あ
る
0
そ
の
風
土
乃
至
土
敏
は
優
秀
に
、し
て
"
自
然
的
所
產
に
惠
ま
る
&
こ
と
多
大
な
る
國
で
あ
る
。 

.

.ボ
ア
ギ
ュ
.べ
ー
ル
の
言
葉
を
藉
り
れ
ば
.、「

及
ハ
の
國
カ
の
山
つ
て
生
ず
る
所
以
は
、
.啻
に
自
國
の
包
有
す
る
多
く
の
住
民
を
養
ふ
た
め
の 

'^
^
ら
ネ
、.，更
に
.肩
泛
，せ

'̂
>
他
國
.の
.住
.民
に
分
.ち
與
へ
る
た
め
に
も
亦
、
.充
分
^
富
，な
る
、
諸
般
の
坐
活
必
需
Mnn
を
坐
產
し
.つ

、

あ
_
る 

點
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进

る-
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c
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,
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’

,]'
•
•然
1
、
典
の
同
じ
趣
が
、‘
今
，
'

路
易
十
四
世
治
世
後
年
に
於
い
、て
-は
'ど
ぅ
か
。
王
が
我
が
子
の
如
く
慈
し
み
、又
た
今
迄
王
の
た
め 

，ハ
に
は
水
；

^

の
苦
を
も
厭
は
な
か
つ
た
王
の
民
は
餓
死
し
て
屈
る
。
土
地
の
耕
作
は
殆
ど
拋
棄
せ
ら
れ
て
居
る
。
田
舍
も
又
た
都
市
も
住 

民
は
絕
ぇ
.て
居
る
。
凡
ゅ
る
職
業
は
蒌
靡
沈
滯
し
て
最
孕
や
勞
働
渚
を
養
つ
て
届
な
い
。
凡
ゅ
る
商
業
.は
殲
滅
：し
て
居
る
；
；
故

に

斯
.
 

4
る
貧
窮
，せ
.る

火

浪

，
か

ら

金

銀

を

獷

る

.の
，で
な
く
、
寧
ろ
彼
等
に
施
捨
を
爲
し
而
し
て
，彼
等
を
養
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
.る
ク
：金
怫
蘭

: へ . . ■ .... - '

^

姆
及
平
や
.權
_

凉
':
:

£

也
て
»

へ
«

_

柴

施

療

院

：
.に

- #
な
も&
^

有
害
無
用
化
せ
冬
マ
ー
力
シ
チ
-リ
尤
ム
拘
衆
政
策
の
續
行
と
、
屢
々
-■の
無
謀
^
る
對
外
政
策
と
に
在
り
み
-做
す
こ
と
は
-

當
待
_
豸
の 

齊
し
く
認
む
'る
と
?:

ろ
で
あ
つ
•た
-が
、
わ
け
て
も
、
七
十
餘
年
の：

坐
涯
を
擧
げ
て
s
''
ブ
に
ア
ン
シ
ャ
ン〜

レ
デ
ィ
ム
及
び
コ
ル
.
.ベ
ー
ル 

•チ
ス
ム
に
，對
ず
る
完
腐
な
き
批
判
と
、，•
典
の
缺
陷
及
び
惡
弊
に
對
す
る
痛
烈
な
る
蚊
f

s

せ
る
ボ
ア
ギ
ユ
ベ
上
は
、
實
に
、
コ
'
 

，
ル

べ

ー

ル

チ

ス

ム

，
が

共

の

發

般

の

絕

頂

^

達
し
、
其
の
典
型
的
具
體
化
を
兄
た
士
着
得
る
、
凡
そ
一
六
六
〇
苹
唄
、ノ
共
.の
頃
こ
そ
を
以 

て
、
外
ら
•ぬ
、
國
勢
菠
退
、
財
政
窮
芝
の
端
を
成
せ
る
も
の
と
做
す
の
.で
あ
る
。

(

5) 

o
e
u
i

.n
i
e 

F
l
o
n
, 

Edit Firmb, 

Didot, 1S35 
ノ To

m
e

 111. 

p: 444.

彼
はI

K

ふ
、一

五
八
ニ
年
ア
ン
リ
ィ
三
1|
1
:は
三
千
ニ
慕
の
ギ
收
を
得
て
^

つ
た
。2

然
も
-

典
の
後
に
獲
得
せ
る
約
十
分
：の
一

の

領

土

的

增

，
加

を

加

算

す

れ

ば

*

王
の
年
，收
は
優
に
三
千
五
百
萬
に
値
し
た
。
今
其
の
當
瞭
と
現
布
と
の
貨
幣
價
値
の
變
動
を
漪
慮
す

れ
ば
、)

五
八
ニ
年
當
時
の
三
千
五
百
萬
は
、
實
に
、

一
六
九
五
苹
現
在
に
於
い
て
は
一
億
七
千
五
百
萬(

即
ち
五
：倍
；

)

に
相
當
す
る-o 

:

一？

>
:

然
务
_

,
今

や

；
、
：
：
路

易

::
^

四

嘴

は

ぜ

瑰

紙

；
の

_

體

價

儼

ぶ
' 

一
へ
億
一

一
:

千

-:
'

首

戴

乃

至

：

.

I

億
-
千
五
，

爲
の
部
收
を
卿
る
に
過
ぎ
ねO
C

3
 

)

王の此の年收の減少は何に山るか

o
 

.

彼に從へば、其の原因こそ

-

凡‘そ
h

一：六
六
〇‘
年
以
降.

に

於

け

る

.
國
--
/
®: o
:疲
メ
弊
に
在
る
の
で
あ
る
。
即
ち
今
や
國
家
收
入
の
減
少
は「

何
人
と
雖
も
疑
は
ざ
る
程
極
め
て
明
確
な
る
事
實」

で
あ

つ
て
、
そ
れ
は「

少
く
と
も
半
減」

(

9)

し
て
.居
る
。
之
を
數
字
で
表
せ
ば「

其
の
減
少
は
一
年
五
億
で
あ
る
0」 (

10
0

藎
し
、
國
家
收
入
：、

の
減
少
す
ふ
似
‘前
に
は
い
不
動
產
收
入(

XI〕

が
一
苹
約
七
億
で
あ
つ
た.

o

動
產
收
入
を
之
と
略
ぼ
同
額
と
推
定
し
て
も
ノ
佛
蘭
西
の
國

家
收
入
ば一

,

年

，
十
：
四

傲

を

下

ち

な

い

。

■斯
く
て
.、
そ
れ
が
半
減
.•し
た
士
含
パ
そ
.の
減
少
額
を
約
五
億
と
評
價
す
る
の
，は

「

大
過
な
き
’
 

の
で
‘，あ
る
ど
12)

：
 

' 

/

路
易
十
四
-世
'治
下
の
財
政
：狀
態 

三

五

.

(

八
，九
，3 .
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:
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I
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ぶ
'.

路
易
十
四
世
‘浒
下
の
财
，政
狀
.態 

、

三六
ハ八
九

s
 

(

6)

フ
ォ
ル
ボ
ネ
ー
に
據
れ
ば
、

1
5S
八
ー
咩
に
於
げ
る
王
の
收
入
は
在
の
，如
く
で
あ
る
。 

.

.'

.
收
税
地
區
二
十
筒
所
の
收
入
合
計
，
.

S
.
4
0
S
1
2
1
.

 

9s，
.Ild.

躲
林
寶
却
代
、
.. 

'

fco25.sl.51，
12s. Id.

,

券
院
收
入 

22.979
r

12s.<3d.

.
,

.臨

.時
收
入
- 

こ 

3.545.SS51. 10s.
- 

，
關
税
收
入
及
び
其
の
.他
 

4,294.4

0011. 19S. 3d 

.

合

.

0 

■.
 

11.49S.775L

COS. 9d.

右
の
數
字
は
ボ
ア
ギ
ュ
ベ
ー
ル
の
其
れ
に
比
す
れ
ば
对
成
り
の
相
違
が
あ
る
。
併
1

乍
ら
、
フ
ォ
ル
ボ
ネ
！
2
:ら
も
耷
へ
る
妣
く
、
其
れ
は 

決
し
て
完
金
な
る
も
の
で
は
な
い
。
其
の
中
に
は
、
特
殊
の
個
人
ょ
り
徵
收
せ
る
租
税
收
入
及
び
裁
判
所
關
係
の
諸
收
入
が
全
く
含
ま
れ
て
© 

ら
な
い
。
從
つ
.で
、
，
當

時

主

.の
年
收
，を
凡
そ
1
1
1千
扣
百
萬
と
#

.

.

. 

~ 

.

: 

.

.

.

.

..

.

.

.

.
-

.

.

,

-
パ

.

.

•

onnals, R.echerclies et Oon

s2d6ratlons sur iesbsnces de Fra.nce, 

r
zcn
s
r
T
o
m
tl
p
r1p.. .154L 

ri/

ノ
.
 

Bois

^-iilebert, L
e

 

Detail de la France, .etc., chap'VIL.Daire” Op. 

c
i
r

p. 

1CS
9
.

(

8)

 

I
bid. 

Ibid., p
-
1
7
0
,

(

9
,ン
 

Ibid. C1E13P. .IV.. Ibid.,. .p. 1C6.

(

10) 

Ibid., chap. V. .Ibid., p. 1&7.

(

11)

ボ
ア
ギ
rL
ベ
ー
ル
の
謂
ふr

不
動
產」

(biens en f
o
n
d
s
)

の
中
に
は
、
m
に
土
地
の
み
な
ら
ず
、
官
職
、
手
數
料
、
通
行
税
及
び
水
_
税
：
 

等
を
も
^
含
し
'て
齊
石
.0「

Boisguiliebervte.'D

srail.de'.pFsn'ce,. etc., .chap. V
.

-aaire'op. 

x

r-o
.
'
1
6
7
.
v
.
.

(

12
.
v
.
_
. 

Bois.sruilIebert,,,Le 

o
^
. 

7 

M
O
M
.

彼
は
以
上
の
敍
述
を
與Q

「

佛
蘭
四
薛
論J

(
L
e

 

§
a
i
l

 

d
e
^

F
r
a
n
c
e
,

 

etc., 

1
6
9
5
.
)

'
の
中
に
於
い
て
行
つ
て
保
る
の
^

あ
る
ド
、
 

然
も
之
ょ
り
約
- +
¥

の
後
に
公
に
.せ
ら
れ
た
る「

怫
蘭
西
の
辯
_」

(
F
a
c
t
u
m

 

d
e

 

l
a

 

t
r
a
n
c
e
,

 

etc,, 

1
7
0
7
.
)

に
於
い
て
は
、
此

の

國
 

家
收
入
の
減
少
を
更
に
大
き
く
評
價
し
て
居
る
。i

n

く
、「

吾
々
は
尙
ほ
.
一
六
六
ひ
苹
以
降
^

此
ひ
^

少
が〕

年
十
：/1
.億
以
上
に
達
す
る 

と
中
：張
す
る
。̂
13
;
?と
。
此
の
凡
そ
十
苹
の
間
に
、
佛
蘭
西
の
財
政
狀
態
‘が
、

ー
路
惡
化
の
傾
向
を
迎
り
、
愈
々
痈
歎
す
べ
き
破
局
に 

陷
れ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
.、
彼
は
其
の「

.

.
蘭
西
亂
論」

の
中
に
於
い
て
、

f

六
穴
o

年
頃
の
國
家
收
入
を
凡
そ
十
四
億 

ど
訊
價
叱
る
こ
と
旣
•述
の
如
く
で
あ
る
。
無
論
、
此
の
評
價
は
、
彼
が
約
七
億
と
^

た「

不
動
產
收
入」

に
對
し
て
、「

動
糜
收
人J

を
略 

ぼ
之
と
同
額
と
做
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
聊
か
過
少
評
價
で
姑
あ
る
。
盥
-1
.

;
動
產
收
人」

は
、.
當
時
、「

不
励
產
收
人」

の
少
く
と
も 

二
倍
^
:至
三
伤
秦
るq

が
響
で
あ
る
か
I

あ
る
。
だ
が
、
'そ
れh

しV

も
、
今
や
、

一
六
六
O

S

降
K

於
け
暴
々
の
國
家 

收
入
の
減
少
$:
;

十
五
億
と
評
價
す
る
に
至
つ
た
の
は
聊
か
過
大
の
、嫌
；5
が
あ
'る
と
茇
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0 

:

.

.

、

(

13)

 

worsguilimbert. 

F
a
c
t
u
m

 

d
e

 

la Fl-ancJ ,etc, 

c
h
a
p
.
11 

Daire, 

o
p
.

 

cit, 

p. 

2
5
3
.

3

 
同
赚 
£
>
'
;
1

::
£

も
抓
た
聊
か
過
大
評
價
•た
る
を
免
ル
な
い
。
斯
く
て
は
、
貨
幣
價
値
杖
、
此
の
約 

一’
Kn
¥
<D
間
に
-

一
對
五
の
比
を
以
て
減
少
し
た
こ* 

と
に
な
る
。
•だ
が
、
ア
ン
リ
イ
三
世
當
時
に
於
い
て
は
，
純
銀
正一

マ
ア
ル(m

a
rc
)

に
就
き
二
十
一
リ
イ
ヴ
ル
を
鍺
迆
し
た
が
、
第
十 

七
世
紀
の
‘末
葉
に
在
つ
て
は
、
之
を
以
て
約
三
十
./\
,
リ
イ
グ
ル
を
鑄
造
し
た
の
ち
あ
る
。
Q
}
艰
し
て
然
ら
ば
.、
.共
の
比
は
殆
ど
一
對 

ニ
.に
•も
足
ち
勺
言
ひ
換
へ
れ
ば
.、
ア
ン
リ
イ
三
世％

向
時
の
.三
千
五
百
萬
リ
イ
ヴ
ル
は
、
路
笏
十
四
世
時
代
に
は
七
.千

萬

リ

イ

ヴ

.
ル

に 

.も
値
し
な
い
の
で
あ
る
。
观
つ
て
、
ア
ン
リ
イ
三
世
當
時
，
假
り
に
路
易
十
四
世
時
代
の
一
億
七
干
五
瓦
离
リ
イ
ヴ
ル
に
相
當
す
べ
き 

'金
額
を
得
た
と
す
る
な
ら
ば
*

彼
が
现
想
的
诗
代
と
し
て
識
美
せ
る
ア
ン
リ
小
三
泚
時
代
こ
そ
、
逆
に
却
つ
で
、
可
成
り
の
收
斂
を
行 

、路
易
>
.四
世
治
下
の
.財
政
狀
態 

.：.

三

七

.

(

'八
九
五)



路
易
十
四
佌
治
下
の
財
政
狀
態 

三

八

(

八
九
六)

.

つ
-て

！： s

つ
た
こ
と
X

な
る
0
、正
.に
、’
y

ン
'リ
ィ
三
世
の
勝
代
が
決
し
て
彼
の
想
像
せ
る
‘如
き「

黄
金
時
代」

で
な
か
つ
.た
と
’と
後
'に
述
ぶ
：
.
.
 

み
通
：̂
で
あ
る
o 

•

、
 

' 

' 

、

,
«
ロ
ヨ
^Histoire

tnnaaci^e de la France, T
o
m
e
-11, p. 296. 

^

■'敍
上
0 ;

如
ぐ
、
'凡
そ
一
六
六
〇
年
を
境
と
し
、
，財
政
窮
乏
を
以
て
此
'の
頃
ょ
り
深
刻
化
し
た
と
着
る
點
に
於
い
て
' 

ボ
ア
ギ
ュ
へ
ー 

、
：
ル

餘
_

琦
ば
寧
み
誇
張
：̂
教
し
^

鹿
'る
9-
:
_

ふ
_

で
_

は
漱
驄
的
,

^
 

チ
^

ム
e
_

霞
視
：せ
^

あ
—
 

り
の
こ
.と
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。彼
は
何
ょ
り
も
先
づ
•コ
ル
べ
‘
1
ル
チ
ス
A
の
排
擊
を
要
求
す
る
0.
此
の
耍
求
に
し
て
容
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、， 

事
態
は
能
く 

H

ハ
六
o

年
以
前
土
等
し
く
"

極
め
て
順
調
に
推
移
す
、る
と
觀
た
9

蕋
し
、
彼
に
と
つ
て
、
、此
の
.
一
六
六
〇
苹
代
以
前
こ
へ
'
 

そ
は
"
' 
共
れ
へ
の
復
歸
■■を
•要
望
ず
べ
き
理
想
的
時
代
で~

あ
つ
た
の
で
あ
る
。，
だ
が
、
搌
し
て
然
る
か
。
國
M i
の
逼
廹
と
之
に
伴
ふ
收
歛 

Q

歷
史
，.は
、
そ
の
山
つ
て
坐
ず
■る
所
.極
め
て
遠
.く
、
其
の
根
•差
す
所
頗
る
深
い
も
の
.で
は
な
如
つ
た
ら
ぅか
。

思
-ふ
に
、
共
れ
は「

物
亂
的
ル
ネ
>

サ
，ン
ス
の
時
代
1
15)

第
十
六
泄
紀
と
ぎ
に
初
ま
る
と
云
つ
.て
も
過
言
で
は

•
あ
る

ま
い
。
即
ら
、
, 

先
づ
、
フ
？
ン.
.ソ
ア
：一
世(

F
r
a
n
p
o
i
s

 

1

)

の
時
代
、
惡
財
務
官
を
處
罰
し
、財
政
制
度
の
改
革
を
行
ひ
々
.又
た
中
央
金
庫
を
設
け
て
.王
の 

命
ぜ
る
出
納
仗
に
啦
り
典
の
權
限
を
與
へ
、
旣
存
の
財
務
#
讁
の
權
限
を
縮
少
し
て
財
政
の
中
央
集
權
化
を
行
ひ
、
.以
て
其
の
充
賢
强 

化
を
訧
づ
た
の
で
は
あ
る
-が
、
然
も
依
然
た
る
國
庫
‘の
'
,不
M

は
、
玆
に
、
税
率
の
引
上
げ
、
新
稅
の
設
宛
及
び
宵
職
の
資
貿
を
屢
々
行 

は
し
め
た
の
み
な
ら
ず

、
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
ー
.を
初
め
、
商
人
乃
至
金
融
業
者
に
し
て
宵
吏
を
！

g
,

ね
た
る
も
の
を
し
て
、
國
席
へ
の
贷
附 

に
依
つ
て
拉
利
_を
得
し
め
、
又
た
徴
税
請
負
人
乃
至
黨
人
を
し
て
國
庫
べ
，の
前
貸
に
.依
つ
て
徵
稅
<D

權
利
若
し
く
は
政
府
の
創
設
す
る 

凡
ゆ
る
種
類
の
事
業
に
關
與
す
る
權
利
を
得
し
め
て
、
庶
民
に
對
す
る
收
'斂
を
檀
に
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

0
 ̂

 ̂

^
o
a§3
^
c
s
-

 

-P
<0
9
.

然
も
.:
-
'驄
て
襲
へ
る
久
し
き
宗
敎
戰
は
全
く
'國
庫
を
窮
芝
の
淵
に
陷
れ
、
從
っ
.て
又
た
收
斂
を
甚
し
か
ら
し
め
、
人
を
し
て
ア
ン
リ 

ィ
三
低(

H
a
n
r
i

 

1、1
‘1

0消
-1
«
:に
怨
嗟
の
聲
を
放
た
し
む
.る
'に
.至
つ
た
の
.で
あ
る
.
0當
時
の
.狀
態
.を
冷
靜
な
.る
態
度
を
以
て
描
寫
せ
：る
ギ 

ラ
ー
ル
に
據
れ
ば「

當
時
課
税
の
公
疋
と
輕
減
と
が
要
望
せ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、「

王
の
經
費
怒
.充
分
に
蘇
た
す
官
有
財
產
d

O

EB-
e)

.

-
 

を
初
め
、
諸
他
の
國
用
補
助
稅(

s
u
b
s
i
d
e
s
)

の
設
定
が
行
は
れ
、
其
の
中
に
人
頭
税(

T
l
e
s
)

 j

含
ま
れ
て
居
っ
た
。
吾
々
は
.佛
蘭
西 

に
於
い
て
此
の
人
頭
税
が
何
時
の
此
に
始
ま
つ
た
か
を
知
ら
な
い
，.
:
併
し
之
は
臨
時
國
用
補
助
揉
の
形
式
：に
依
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
，
 

…

，•
然
る
に
、
提
年
の
習
惯
か
ら
ゥ
嘗
て
好
意
を
以
て
眾
認
せ
.ち
‘れ
た
同
税
は
、
.
爾
來
、
國
王
に
對
し
て
1»
:
-骚
的
傅
統
的
占
な
り
、：
辱 

っ
戰
時
平
時
の
差
別
な
く
、
常
設
的
と
な
る
に
至
っ
た
。
所
が
、‘'此
■の
人
頭
税
を
以
て
尙
ほ
滿
足
せ
ず
、
漸
次
に
貧
民
(/
>
:雙

肩

：
に

重

稅
.,
-

ン 

が
課
せ
ら
ふ
、
に
茶
り
、
而
し
て
；
の
課
税
が
王
の
諸
大
臣
に
依
っ
そ
濫
用
せ
ら
れ
た
る
た
め
、
幾
多
の
大
な
る
暴
®

が
勃
^

^

て
居

■ 

る
。
然
も
、
爾
後
、
人
頭
稅
に
蜇
ぬ
る
に
人
頭
税
を
以
て
し
、
又
た
課
税
に
加
ふ
る
に
課
税
を
以
て
せ
る
が
故
に
、
佛
谫
西
は
王
に
對 

し
て
叛
逆
し
ノ
斯
く
て
佛
蘭
西
の
衰
滅
が
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
、
1 6)

ゾ Bernard de. Girard, sefgneur da Haillan, De lwstat et succez des asres de France, 
1
500
2 p. 
0 
本
書
の
初
版
は1

.7
C
七

年
と
一K

は
れ
て
居
る
。
■玆
に
引
用
し
た
の
•は
、
其
の
增
補
IT
iH
版
で
、
一
五
八
〇
年
四
月
に
刊
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

然
も
' 

是
等
の
過
蜇
私
，る
人
頭
税
及
び
諸
他
の
負
擔
は
、
.
何
，ん
に
對
し
て
課
せ
ら
れ
た
か
0

そ
れ
は
殆
ど
納
税
能
カ
な
き
人
'々

の
頭
.

上
.に
雨
•下
し
た
の
で
あ
り
、
而
し
て
.是
等
の
課
税
が
愈
々
激
增
す
る
に
っ
れ
て
、納
税
者
階
級
の
範
圍
は
益
々
狹
め
ら
れ
っ
、
あ
っ
た
。

, 

言y

換
べ
れ
ぼ
、
免
税
.の
特
權
は
課
^
の
®
增
に
比
例
し
‘て
增
大
し
っ
X

あ
っ
た
の
で
あ
る
•。
此
の
被
免
稅
者
階
級
の
中
に
は

、

元
双
、 

貴
族
と
僧
侶
と
が
含
ま
，れ
て
居
っ
た
の
で
^ '

る
が
？
然
も
ボ
ア
ギ
及
べ
ー
ル
に
先
：立
っ
凡
そ
一
世
紀
半
の
昔
に
於
い
て
、、
貴
族
僧
侶
以 

外
’に
尙
ほ
瓤
多
の
被
免
馨
が
布
し
た
の
で
あ
ふ
。
ギ
ラ
ー
ル
は
一K

ふ
、「

王
め
侍
從
汲
び
陪
食
若
、
_
王
妃
、
王
子
、
王
女
及
び
王
の
姉

路
氯
十
闪
佌
治
下
の
財
政
’狀
態
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.

妹
の
タ
‘に
倚
ほ
_
'特
5}
|

の
，命
令
に
依
つ
て
同
樣
の
.特
權
を
享
受
せ
る
諸
他
の
人
.々
.
.が
あ
?>
'-
0
即
ち
、
.先
、づ
.、
11
人
で
あ
り

、

'||
^
§!
^
 

_

巧
«

の
_

ぼ

:#
戏
尉
_

_
#

1 ;
—

_

_

*;
:
-^ :
'

» :
現
の
及
^
_
^

■'
;
灣

管

幻

：捕

，
爆

货

及

^

V:
;?犬
擧 
|

_

諸
博
士
,

_

_

_

_

ゲ
_

-

'

;;

義

斯f

 _
_

高
_
院
：_

纖
及
»
_

の
_

、
#_

縦

_
蓄

C1)

ぉ

ち
.̂

等
か
で
.あ
']
)

何
等
か
を
知
.り
，、
.
若
し
.く
は
•何
物
か
を
所
有
せ
る
人
，々
；は
_

ぐ
..特
權
階
級
と
し
.て
.免
稅
の
M

' f
に
洛
し 

て
居
つ
た
の
で
あ
る
。 

* 

-

 

(

1/) 

Qrard, op.dt., 

P
.S-
9.

, 

へ
 ~

.

他
方
、
徵
馨
を
見
る
に
、
其
れ
は
單
に
國
王
の
み
で
な
く
、
ギ
ラ
丨

ル.
に
據
れ
ば
、「

多
敷
の
領
事
，2

要

び

市
_

|

た
、 

眞
し
や
ヵ
な
要
件
に
琪
- ^

せ
て
、
E

額
の
金
額
を
人
民
に
課
し
之
を
徵
收
し
.
.
.
ゝ
而
し
て
之
を
勝
手
に
吏
用
し
、
讀

.1

し

'
.
斯

く

し

て
 

典
の
大
部
分
を
掠
取
し
、
顏

す

る

。
さ
れ
ば
、
屢
々
S

ょ
り
生
t

斯
か
弟
都
合
S

處
せ
ん
が
た
め
に
、
陛
I

幾
多
の
勅 

令
及
びI

般
的
裳
的
命
令
を
設
{
疋
し
、
：之
に
依
つ
て
、
S

な
ぐ
し
て
.金
錢
を
徵
收
す
る
を
禁
止
し
、
又
た
徵
牧
の
許
可
と
其
の
.特 

v

別
の
命
令
と
を
以
て
免
許
狀
に
依
る
こ
と
X
し
、
之
が
違
犯
諸
及
び
忌
避
I

■對
し
て
は
體
邢
を
課
す
る
こ
と
芒
た…

.
だ
が
、
'之 

.，は
嘗
て
善
き
時
代
の
こ
.と
で
あ
つ
た
。
全
く
惡
し
き
昨
今
に
於
い
て
は
凡
ゆ
る
種
類
の
徵
收
が
行
：̂
れ
て
思
り
、
然
H

S

前 

'
せ
ら
れ
たA

J

と
が
な
-
い
o
r
e已
雛
て
後
に
；管

、
せ
ア
ギ
ュ
ベ
1

.
ル
，に
.依
つ
て
、
秩
序
の
時
代
浩
し
く
は
麗
殼
か
に
し
て
課
稅
0

公 

正
.な
る
.時
代
と
し
て
識
美
せ
ら
れ
た
.字
ン
リ
そ
三
世
治
下
の
.佛

1 1

西
は
、
斯
く
の
如
く
、「

全
く
惡
し
き」

時
代
.1

つ
た
の
で
あ
るo

 

(

1 8)

 

G
i
r
a
r
J
, 

o
p
.

 

o

rp. 

2SJ

-
,
衙
ほ 

B
a
i
i
^
o
p
.

 

c
i
f

'倚
ほ
、
常
時
’、
，三
級
.議
會
ハ
需
ぬ
に
應
’じ
て
、'
'
.國
情
を
詳
細
にS

夜
せ
る
フ
ロ
，ゥ
メ
ン
ト
ゥ
>1

の
所
言
に
據
れ
ば
、
市
民
階
級
の
恨 

歎
は
啻
に
苛
酷
^
る
經
常
的
入
頭
税
ひ
み
な
ら
ダ
、
實
に
雜
多
，な
負
擔
と
經
濟
的
激
動
と
に
存
し
た
の
で
あ
.る
。
即
ち
、「

寄
附
乃
至
寄 

亂
，
戶
別
賦
課
金
、
御
用
金
、
關
税
：
：
外
國
貿
易
税
、
'鹽
撥
、
.軍
人
五
萬
人
分
の
’傣
給
割
當
，、人
頭
附
加
税
、
.
選

披

近

衞

騎

英

隊

の
 

增
加
、
■馨
滅
輸
人
税
、1

脱
及
び
特
殊
借
入
金
、
訴
訟一

件
'に
就
き
一
百
ソ
ル
の
國
刖
補
助
税
、
.
共
有
財
齑
の
、購
買
勸
誘
.
阑
繞
都 

市
當
毐
者
に
對
す
，る
新
國
用
補
助
税
、
貨

幣

慣

値

の

增

虓

、
’
褂

値
、
人
頭
税
總
额
に
對
す
る
‘一
リ
ィ
ヴ
ル
に
就
き
ニ
、
三
乃
至
四
ソ
ル 

の
附
’加
稅
：
：
及
び
諸
他
の
‘
附
加
税
等
之
で
‘あ
り
、
'
而
，し
て
"

嵴
し
に
人
頭
税
の
上
に
ん
頭
稅
ど
課
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
納
税
若
の
犬 

半
は
最
早
や
露
命
を
繫
ぎ
得
ず
、
，然
も
常
に
執
達
吏
及
び
諸
他
の
不
當
徵
税
者
が
訪
れ
來
つ
，て
、
廣
知
れ
ぬ
强
詉
、
收
斂
否
な
强
奪
を
リ 

敢
て
せ
る
た
め
、
村
落
の
大
半
は
今
や
無
人
の
鄕
と
化
し
て
了
つ
，て
居
る
。」 (

19)
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'

常
時
、

一■時
に
支
拂
ふ
か
、
’若
し
く
は
年
赕
で
償
還
す
る
か
、
何
れ
に
し
て
も
、
總
括
的
補
愤
金
を
納
附
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
或 

る
種
の
租
税
を
買
ひ
請
け
を
こ
と
が
出
來
た
。
錄
に
於
い
て
か
、
諸
都
市
及
び
諸
地
方
は
•
屢
.々
、
其
の
住
民
を
敍
上
の
暴
邋
な
る
背 

敛
誅
求
か
;̂
救
濟
せ
〃
ん
がた
め
に
、
之
を
試
み
.た

か

で

•
あ

る
P
然
る
に
、其
の
買
ひ
’
請
け
價
格
た
る
や
、
象
外
に
高
價
で
あ
へ
る
割
合
^
、 

其
の
利
益
ば
誠
に
微
々
た
る
も
.の
で
あ
つ
た
。
蕺
し
、

一
方
質
ひ
齓
け
が
行
は
れ
る
に
つ
れ
て
、
佌
方
新
税
及
卷
新
貪
職
め
設
定
水
續 

:

行
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
三
級
議
’會
の
席
上
’、
或
る
人
が
ブ
ー
ル
ゴ~

 

一-
■
ユ(B

o
u
r
g
o
g
n
e
)

に
问
つ
て
、
彼
が
常
に
此
の 

補
償
金
納
附
に
依
つ
て
新
設
課
税
を
免
れ
得
て
居
る
か
ら
、殆

ど

不

平

の

無

か

る

.
'
べ

き

を

尋

ね

た

る

と

き
、ブ
ー
ル
ゴ
ー
ユ
ュ
の
之
に
答 

路
易
十
四
世
治
下
の
財
政
狀
態
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へ
て
日
は
く
、「

顧
に
、
諸
君
>
.苔
々
は
常
に
ブ

ー

ルゴ
ー

一
一
ュ
公
國
の
權
威
を
出
來
る
限
り
保
持
し
て
來
た
、
而
し
て
今

日
迄
.ズ

ー

レ 

ゴ
i
 K

ム
國
は
、
幸
に
し
て
、
上
述
せ
る
御
用
金
の
賦
課
を
免
れ
て
來V

居
る
。
又
た
、
王
が
何
等
か
‘新

官

吾

製

を

な

す

に

應 

じ
セ
ク
晋
が
，公
國
I
は
之
を
辑
止
す
る
た
め
に
#
處
.す
る
こ
と
を
乾
ら
な
い
o
だ
が
、
斯
く
し
て
行
へ
る
廢
止
が
地
方
に
對
し
て
何
こ 

値
す
る
か
1
艰
し
て
_
对
ば
知
づ
て
屉
ら
る
\
か
！
駿
此
齚
と
同
じ
で
あ
る
、
否
.な
寧
ろ
共
れ
以
上
に
惡
い
。
藍
し
、
王
は
北
ハ
の
約
贫
：
 

に
皮
し
之
力
觀
止
.ど
許
り
切
れ
ぬ
ほ
ど
、
新
官
吏
む
護
す
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
.ブ
丨
ル

ゴ
i

j
ュ
公
國Q

昔
の
收
入
を
以
て 

し
て
^-
現
在
の
官
迎
の
'俸
給
の
半
分
を
も
支
挑
，ふ
.に
足
ら
.な
い
の
で
あ
る
：
.：
0
S20)

(

20
> Froumemeau, Ojv 

c
r
,
. 

p. 39 

; 

‘

併
し
尔
ら
、
人
段
か
ら
多
く
を
得
ん
と
欲
す
れ
ぱ

、

頌ら
く
彼

等

に多
ベ
を
得
る
力
を
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
/>
'

?
.然
石
こ
、
^'
等 

に
與
へ
ら
れ
た
も
の
は
、
共
a

經
濟
的
活
動Q

援
助
に
あ
ら
ず
し
て
、
多
く
之
.
^

阻
®
:

す
る
も.

Q

で
あ
つ
た
。
殊
に
、
商
品
醫
の
場 

合
•に
、
寧
.ろ
荒
册
無
稽
と
思
は
れ
る
ほ
<!
:
-煩
雜
背
酷
な
.，る
諸
税
を
ば
徵
收
せ
る
が
如
き
、
共
の
最
も
«
著
な
る
一
例
で
あ
るo

即
ち「

凡 

そ

如

何

な

る

置

蟲

も
* 

■

通
行
f

 

れ
：
.
.次
ぎ
£

■

及

ぴ

徵

麗

負

人

乃

霉
f

た
る
奮
依
つ
て
.鹽 

税c
g
a
b
e
l
l
e
)

に
f

る
に
鹽
税
を
以
て
せ
ら
れ
ぬ
も
の
は
な
い
。
共
處
か
ら
更
に
又
た
税
關
の
蒸
撤
器
を
通
過
せ
ね
ば
な
I

が
、

 ̂

^.
で
こ
そ
は
濫
權
屑
に
3:

る
迄
き
ち
ん
と
税
關
吏
の
氣
に
入
る
®

に
支
拂
は
せ
’ら
る
X

の
で
あ
.る
。
要

す

る

に

、

之

こ

そ

は

.®
蘭

西
 

最
大
最
秀
の
'豪

商

に

と

つ
.て
•も

；叫痛
鉢

卷

なの
で
あ
る
9

そ

れ

‘
は

初

め

か

ら

優

に

一
年 

一t
乃
至
一
萬
一
一
千
リ
ィ
ヴ
レ
に
値
セ
る
租
&
 

で

あ

り

、
，

.現

在

に

於

い

て

は

冬

々

は

；
一

.
年
舊
銀
貨
で
四
、
五
十
萬
乃
至
六
十
萬
リ
ィ
ヴ
ル
S

つ
て
居
る
が
、
你
ほ
少
く
.と
も
十
萬
， 

至
二
十
.萬
リ
ィ
ヴ
ル
微
收
さ
る
べ
き
で
あ
る
、)

«

し
-此
の
王
國
に
は
隅
も
角
も
無
い
ぃ
か
ら
、
ぞ
く
は
又
た
此
の
’王
國
に
^ ,

つ
，

 

可
き
商
人
汲
び
商
f

見
分
け
る
た
め
に
見
張
人
も
乃
至
は
ス
ス
イ
も
設
け
ら
れ
て
居
な
い
か
ら
、
欺
き
入
る
も
の
.が
あ
り
、
若
し
ぐ」

ネ
又
た
應
々
被
關
の
贬
を
掠
め
る
も
の
、
あ
る
'こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
か
.ら
で
あ
る
。
斯
く
てk

か
る
方
法
に
依
つ
て
贫
人
の
財
寶
が
略

^

せ
ら
れ
て
ゅ
く
の
で
あ
る
。」 (

21〉
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,

香
な
、
费
に
商
人
.の
み
.な
ら
ず
、
凡
そ
特
權
階
級
以
‘外
の
者
は
皆
，

等
し
く
、
國
王
乃
瓦
國
庫
が
要
求
し
收
受
す
る
ょ
り
も
遙
か 

に
多
額
の
金
銀
を
支
拂
は
せ
‘ら
，れ
、，
然
も
其
の
間
幾
务
の
^

在
者
に
依
つ
て
掠
取
せ
ら
也
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
フ
ロ
ゥ
メ
ン
ト 

1
は
嘗
て
此
の
主
國
0
-凡
.ゅ
'
る
地
方
に
於
い
て
擢
5

居
た
が
、
今
や 

一
ic
.
は
離
散
し
、
信
用
は
失
墜
し
取
弓
は
消
滅
し
’辛
ぅ
じ
'
 

て
典
の
日
I

Q

,

Eを
致
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
正
ぼ
に
し
て
善
尝
る
多
く
の
家
族」

^

 

Q

境
涯
を
.謹

た

暴

致

を

以

て<

蒙
し
て 

居
る
が
、
然
も
斯
か
，る
慘
狀
は
單
•惡

干

の

讓

S

特
殊
な
場
合
だ
け
で
は
な
い
。
其
れ
-は
墓
的
で
あ
る
。
今
や
區
と
破
滅
と
力 

到
る
處
に
酿s

ノ
.て
^

る
.

Q

で
‘あ
る
。「

藉
し
佛
蘭
卧
の
，文
學
は
無
學
文
|

同
然
で
あ
る
。
武
器
は
^

れ

®̂體
に
對
し
て
隹
裝
す
る
自
ら 

の
f

以
て
佛
蘭
西
§

猛
舊
國
民
を
斬
り
殺
す
。
S

•血
は
赤
く
’

河
川
を
血
塗
り
、
美
は
醜
と
化
し
、
讓

は

讓

し

賓
 

は
滅
び
、
都
市
は
無
人
の
鄕
と
化
し
、
國
康
は
齧
し
、
而
し
て
信
用
は
全
く
地
に
墜
ち
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。」

8

ァ
ン
リ
ィ
三
世 

時
代
の
國
庫
の
疲
弊
*
-
"之
に
斯
ふ
苟
敛
誅
求
、
從
つ
て
生
ぜ
る
庶
民
困
備
の
有
榇
は
疋
に
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

(
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レ
て
^
中
^
、
へ
明
昏
ア
ン
リ
ィ
四
世(iienri 

1
<

)

の
時
代
に
‘、
前
代
の
壬
達
の
激
せ
る
棄
亂
し
疲
辦
せ
る
財
政
の
聰
理
と
立
^
し
ヵ 

i.

行i
i
S

ド
更
.にX.

た
負
擔
の
輕
減
と
公
正
と
が
計
^
ル
た
が
"
然
も
此
の
時
化
^:
所
謂「

商
エ
的
進
參
の
時
代
六
'?
3

で
あ
り
、
明
君
辔 

政
'の

餘

警

ii
民
‘喈
級
にS

!

及
^
-ず
、
寧
ろ
彼
等
の
犠
牠k

於
い
て
商
工
錄
簏
が
遂
げ
ら
れ
つ
、
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
斯
く
て
農
民

路
易
十
四
.世
治
下
の
財
‘政
狀
態
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む
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ニ
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し
“
^
^
!

れ

て

ぎ
I

法

凡

し

、
印
鑑
稅|

微
し
、
1

-

1

1

^

^

し
て
’
i

l

、
l

無
視
し
I

I

震

倉

狀

I

覆

i

i

1 :
?

I ,
I :
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8L
I

T

ゥ
ル
の
賭
I

に
依
っ
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8

財
務
官
の
放
免
を
公
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す
る
等
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嚴

殺

S

す
る
非
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c 
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^
-
0 

»
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.

.

.

.
卜
.
‘

,

ぶ

、

イ

は

後

に

ア

ン

ク

ル

(
A

n
c

l

冗

帥

と

な

つ
.だ

が

、一

六
|
七

年
-
路

晶

十

三I

認

の

下

，
に

、
靈

せ

ら

れ

た

。
，
.
'
,
;
、

ユ
1

レ
n

n

l

十
四
世
の
即
I

I

相
f

 

f

 

I

の

治

世

下

眷

喂

の
*,
醫

も

亦

、
斷
じ
て
、，
ボ
ア
ギ 

2

,

,

.̂ 

I

,

國
塵
か
に
し
て
篇
際
盛
な
る
も
？

は
な
か
つ
た
。：
所

嗎

フn

ン
I

」

？

'
髪

e

l

亂
f

 

h

た

る

續

I

は
、
實
に
、
此
I

の
事
で
ぁ
り
、
0

之
が
爲
I

致
f

れ
た
財
政
I

I

び
ん
民
の
：蒙 

I

t

は
誠
f

 
H

Q

で
ぁ
つ
S

)

旣
に
. 

一
0

旱
の
末
頃
、
ノ
ル
マ
：ン
デ
イ
A

f

l

)

.公

國

は

I

 

I

てE

は

く「

陛

下

ょ

f

が
何
を
課
せ
ら
れ
て
f

か
、
如
何
な
■る
待
遇
を
受
け
て
思
る
か
、
而
し
で
吾
さ
I

せ
ら
I

U

/C
D
.
I 

に
^

バ
 

f

 

f

 
れ
ょ
：

s

i

‘靈

、
い 
I

f

 
る 

f

i

l

l

、
.

と

し

麵

■

輪

■

■

は
_

_

れ

f

W

H

l f
n

r

r

ふ
、
免

I

山

養

ん

で

居

る

。
容
f

、
人
！

署

^

^

P

R
-
上

さ

せ

，

に

.は
1
ヵ

な
1
:
:
勞
働
し
て
僅
か
I

社
を
立
て
、
然
も
數
霜
小
作
料
を
滞
納
せ
る
、
黨

に

對

し

て
課
稅
し
、
督
促
し
、
凝
々
と
し
て
强
請
す
る
：
：
陛
F

の
*

獄
は
、
善
心
を
失
へ
る
た
め
で
は
な
く
、
貧
窮
の
た
^

に
雨
税
を
支
柳
：：
 

ひ
得
ざ
る
人
々
で
、
到
る
處
、
充
滿
し
て
思
る
.
.
•ボ
ン
•
ォ
'

チ
メ
丨
|(

づ
|

>

昏

厲

)

<0
牢
獄
だ
け
で
も
五
十
人
以
^

0
も

(0
> 

が
死
ん
で
f

。」 (

抓)

然
も
フn.

ン
ド
の
役
が
斯
か
る
霞
に
拍
老
か
け
た
こ
ど
.1

ふ
迄
も
無
い
。
實
に
、
人
々
は
慘
密
と
證
、.

貧
窮
と
做
望
、
職
亂
と
饑
飢
の
裡
に
死
滅
し
た
の
で
ぁ
る
。
ラ
モ
ナ
ノ
ン(

L
i
i
g
n

 o
n
)

の
長
官
は
一
5

、「

全

地

方

に

ー

旦

り

、
人
民
は 

不
當
徴
稅
者Q

C

承
中
に
陷
つ
て
呻
吟
し
て
居
る
、
然
も
彼
等
の
宵
血
を
絞
つ
て
も
而
ほ
鼓
人
達(

P
a
r
t
i
s
a
n
s
)

の
激
烈
な
る
欲
求
は
流
'

動

^ ：
；

■

■
養
一
_

_

“
'
變

讓

#;
^>
_
:馨

が

灰

■

謂
前
：ょ
—

作
る
ま
寄
■

な
る
物
憤
騰
貴
及
び
镞
傾
と
に
依
つ
て
、
殆
ど
極
限
に
達
し
て
居
る
。」

^

〕

と
。

.

. 

、

(

2«
'
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Rice D
o
o
U
n
,

 

T

t 

F
i
d
e
,
1

,

你
ほ
、
本
誌
、
箜

！

I

十
一
怨
第
三
號
所
載
拙
稿
參
照
。

^
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s
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B
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>
-
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^
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Is-
.
d
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; 

/ 
•

に
も
拘
ら
ず
、
總
收
税
官
の
數
は
叫
十
ょ
り
六
十
に
增
加
せ
^
'れ
、
租
税
の
！
？徵
と
新
税
の
設
定
と
は
愈
々
频
繁
に
行
は
れ
.又
た 

官
膦
の
創
設
と
北
ハ
の
賫
買
と
は
止
ま
る
所
を
ば
知
ら
な
か
つ
た
。
他
方
、
•
マ
ザ
.:
^

ン
治
.世
の
後
部
に
於
け
る
中
央
金
庫
は
、
凡
ゆ
る
醜
'- 

S

と
亲
亂
と
の
坩
堝
と
化
し
、
S

正
に「

佛
醫
中
最
も
汚
穢
な
場
所
し
S

た
る
觀
を
展
開
し
て
保
つ
た
。
藍
し
、
マ
ザ
ラ
ン
の
.：芦
 

灸
、均
み
.遺
產
は
凡
，そ
一
億(

貧
は
ニ
億
と
も
云
は
'る)

と
云
は
れ
て
.殷
る
が
、其
れ
こ
そ
彼
が
人
民
を
搾
り
、
降
王
を
掠
め
國
土
と
國
庫 

とQ

犧
牲
fo
.於
い
て
i

得
せ
る
も
の
と 
一

K

は
れ
て
居
る
。
又
た
當
時
に
於
け
る
國
庫
0

紊
亂
と
損
失
と
を
最
も
明
確
^ ；
物

語

る

も

の

，
に

、 

財
務
提
官(

s
u

r
u

n
t

 

d
e
s

 

f
i
n
a
n
c
e
s
)

フ
l
hヶ

.
丨

(
F
o
l
e
t
)

所
罰
の
f t

が
ぁ
る
。
公
金
：费
消
0
、罪
跡
が
發
覺
.し
：
、

十

九

年

間

：
城

帶

'
 

に
.
表

p

せ

ら

札

、

終

，
に

^

死
'を
遂
げ
た
フ
.丨
ヶ
.
1
で
は
ぁ
る
が
、
此
の
撒
捧
不
遜
•な
財
務
.長

官

.
が

ヴ

ォ

ー(

<
p
兵
5
:
;
の- «

宅

に' #
.せ

る

： 

路
易
十
四
佌
治
下
.の
財
政
狀
態
，
 

：

'

四
3
, 

r
o三)

'
,
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0
丽
積
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- »
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箇
村
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廣
き
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|

の
I

つ 

ン
た
。
‘ 

k

くQ

如
く
、
T
ザ
，

ii\
X

治
#

下

の

編

四
.財
放
は
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
も
斷
じ
S

好
g

•つ
健
全
な
る
も
の
で
は
な
、
つ 

‘
た
?

も
る
。
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斯

：
く.て
：
、

卜
ー
に
敍
，
し

--
^

つ
灰
財
政
窮
芝
と
之
に
伴
ふ
背
_

求
及
び
北
ハ
の
|
|
せ
る
庶
民
の
闲
憊
が
遂
に
路
易
十
四
世
治
世
ー
の
後
带
に 

至
や
て
.救
ふ
可
か
ら
ざ
f

の
と
な
れ
る
こ
金
に
ボ
ァ
ギ
ュ
べ
丄
の
所
說
の
如
く
茗 

然
も
f

は
彼
Q

f

如 

く
.费

湯

め

時

代

を

以

て

復

歸

に

値
5

暴
想
的
時
代
と
は
：幕
へ
#

な
い
の
で
.

1

議

と

悅

敛

の
M

源
は
頗
る
遠
い
も
の
で 

あ
つ
た
。
奪
し
、
復
興
し
而
し
て
愈
‘々
-勢
力
を
咐
大
せ
各
王
.權
は
-

第
三
階
級
に
多
く
の
保
護
を
興
へ
た
が
、
併
し
又
た
彼
等
t

多 

く
を
取
る
こ
と
を
決
し
て
忘
る
、
も
.の
で
は
な
か
つ
.た
。
而
し
て
备
時
化
を
通
じ
て
凡
ゅ
る
國
家
財
政
が
獨
り
第
三
階
級
の
負
檐
に
於 

い
て)

賄
は
れ
來
つ
た
こ
と
に
こ
そ
、
賞
に
、
ァ
ン
シ
ャ
シ
•
レ
デ
ィ
ム
の
特
質
が
#

す
る
の
.で
あ
る
。
：：斯
く
て
、
問
®

は
-

必
然
に
、當 

時
の
租
税
制
度Q

分
析
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
‘。
蓋
し>

 

兆

れ

屢

證

な

-

然
も
其
の
割
當
方
1

つ

ザ

ー

：
人

劣

：惡

|

増
 

ぃ
せ
る
而
し
■

の
徴
收
方
法
に
至
つ
て
愈
々
度
し
難
ぎ
も
の
と
•な
れ
る
租
税
制
度
に
こ
そ
常
時
の
匿
的
破
裏
，I；

0 :
-
Co
:
M ;
大
だ
る 

■

因
も
あ
れ
ば
、
又
た
I

に
こ
そ
常
時
の
財
政
經
濟
機g
の
理
解
の
f

莩

る

か
ら
で
あ
る
。
吾

々

震

蒙

た

.ボ

ナ

ギ

ぶ
^
 ̂

ル
；ヴ
所
r

を
中
心
と
し
て
窺
ひ
つ
夂
更
に
其
の
山
來
を
溯
つ
て
尋
ね
て
見
な
け
れ
ば
，.な
ら
な
いo

 

. 

. 

, 

:

.先
づ
、.
當
時
の
生
耍
な
る
租
税
は
人
頭
税
^

匕
1

^〕

で
あ
る
0

そ
れ
は
庶
仪
の
財
貨
と
人
格
と
の
上
に
課
せ
ら
れ
た
る
恒
久
的
直
接 

稅
で
あ
り
、
政
府
が
必
要
に
應
じ
て
、
铄
苹
非
の
額
を
定
む
る
や
、
：國
M

と
し
，て
は
如
何
な
る
犠
牦
を
過
つ
て
も
納
必
ね
ば
な
右
欢
も
"
 

の
.で
抄
る
:°

政
府
社
、
年
，の
央
に
ノ
財
務
货
に
對
し
て
各
散
税
地
區
の
翌
平
度
ル
■

观
總
額
を
卓
示
す
る
。
財
務
宫
及
直
.ち

に

：
收:»
地 

區
«>

各
選
擧
璐
の
間
に
此
の
線
額
の「

割
當」

(

銎

i
e
m
e
n
t
)

を
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
刺
當
は
前
平
度
，の
割
當
と
財
務
潦
め
部
 々

の「

騎
行J

 

如

，
ち

視

察

旅

行

に

化

V
で
諸
選
擧
區
の
納
税
能
力
に
就
い
て
' #
ら
る
\

情
^
と
に

迆

い

，
て

な

さ

れ

：
，
る

.：
の
.
で 

あ
る
。
此
の
脉
務
官
の
上
中
書
は
、
迎
く
'？
)
八
月
に
は
、
中
央
政
府
に
廻
送
，さ
れ
、
其
辑
で
岭
味
し
-

評
_

し
、
適
算
に
修
氾
さ
れ
る 

の
.で
あ
る
。
修
•{{
:
が
終
る
-や

、

政

府

は

，
，

卜

1

月
に
、
新
牢
度
.徴
税
の「

命
令
書」

(
c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
s
)

を
財
務
官
に
送
達
す
る
。
財
務
官 

■，は
、
八
日
|1
|
]
に
、
.
.納
稅
名
簿
を
選
擧
區
の
代
表
莕
蒞
じ
く
.は
區
長
に
送
附
す
る
の
で
あ
る
が
1

典
の
選
擧
區
の
負
擔
總
額
を
吏
に
諸
小 

敎
，區
it

割
常
て
-
名
の
に
は
胄
か
八
日
問
の
猶
豫
ボ
楚
等
の
代
表
乃
至
區
提
に
與
へ
，，ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
'、
此
の
期
間
^
に
割
當
委
員
に
依 

つ
て
.此
の
#

削
當
が
行
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

■

以
上
が
人
頭
税
の
賦
徵
さ
れ
る
順
序
で
あ
，る
が
、.
問
題
は
其
の
.割
當
と
徴
收
の
方
法
に
注
つ
た
®

.

,

 

先
づ
、
.割
當
で
あ
る
が
、
其
れ
が
概
し
て
®

か
つ
允
こ
.と
は
ま
.だp

も
*

典
の
方
法
の
頗
る
不
公
疋
な
る
.こ
t

が
世
人
呪
難Q

•的
で 

:
あ
，つ
た
。
總
じ
て
、
富
著
蒞
レ
く
尨
權
門
が
共
の
負
婚
を
全
く
免
れ
る
か
若
し
く
は
之
を
輕
か
ら
し
办
る
た
め
^
;貧
者
弱
赛
に
»
重
の 

へ

暴

を

蒙:&
山

^

る

尤:<?
:は

通

厕

で
^

タ

た

が<
.

_

.此

へ

の

層

邮

漱

敢

後

：
や

胸

霸

即

_

敎
區
« ;
:

督

ず

^

 

場
合
に
最
も
寒
七
か
つ
た
。
，何
等
か
•の
資
格
、
勢
力
乃
至
財
力
を
荷
す
る
者
は
、
彼
等
自
ら
は
岡
ょ
り
、
彼
等
の
一
族
郞
黨
に
至
る
迄 

-

悉

く

瀨

税

を

免

除

せ

ら

れ

、
，
負

檐

：
は

丄

•に
之
を
免
か
れ
得
ん
が
た
め
の
，勢
力
*

資
栳
乃
至
財
力
を
宿
せ
ざ
■る

も

の

-
^
上

に

雨

下

し

允

の

■ 

. 

X 

. 

- 

•

で
-あ
る
o'

 

.

.

. - 

，

(<
^

路
易
ナ
四
世
治
下
の
財
政
.狀

態
.
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f

 

-十..f

治
下
の
，
財

政

观

,

. 

四

八

(

§

5
 

.

1

課
税
の
不
公
正
は
何
時s

e
t

始
ま
つ
た
か
。
普
f

窮
§

始
期
を
以
て
最
近
の
f

着
た
ボ
ア
ギ
ュ
べ
丨

ル
は
、從
つ
て
、 

此
の
人
^

の
I

 p..

み
な
-、ら
ず
、
國
廊
の
逼
趣
の
主
.因
で
i

る

ベ
美
惡
な
税
制
を
以
て
亦
た
最
近
始
ま
れ
f

の
4

へ
b

。
4

ち
-

彼
織
れ
ば
、
人

還

Q

靈

I

、
砦

製

紀

Q

違

、
三
十

I

岳

加

し

、
、一
六
五0

年

翠

八

惡

霞

熟
_

|

し

馨
f

賺

.
^年
そ
れ
ば
.三

千

六.百

萬

と

な

つ

盖

之

芑

見

負
I

輕

減

せI

f

d

:

が

、
，
一

衆

こ

，
そ

却

つ

て

人

々

に

と

つ

て

.
煩

苦

の

增

大

を

意

味

す

る
の
で
あ
る
。
藍
し
、
f

l

特
別
税
で
あ
.つ
た
人
頭
税
で
I

'

の
に
へ

一
六
五
P

S

來

そ

盐
f

的

菱

晷

I

I

;

つ
た
か
ら
で
t

、
而
し
i

货
同
年
以
獲
久
的
醤
と
な
つ
て
か
ら
、

(

-3
2〕

• B
o
l
s
g
l
b
e
r
v

 F
i
m

 

忿 la France, 

e
K
.
, 

chap. IX. 

Daire, Op. 

a
t
. 3 2

9
5
、

彼
i

i

儘
に
信
ぜ
ら
れ
な
ぃ
。
藉
し
，
何
ょ
，り
も
コ
ル
べ
1
_ル
チ
ス
ム
を
嫌
厭
せ
る
彼
は
、
コ
ル
べ
ふ
台
下
の
J

を 

非
難
せ
ん
と
す
る
あ
ま
り
、
過
達
美
化
し
過
ぎ
て
f

t

で
あ
.る
。
人
頭
稅
を
免
か
れ
ん
と
す
る
努
力
の
如
I

、
固
ょ
リ
笮

ロ

4

| <

、
.

$

七
i

o

中
葉
に
始
ま
れf

 

0

で
は
な
く
、
共

遍
|

里

前

に

、
否

轰

の

創f

同
時
に
始
ま
つ
た”
 

K

 

5
ち
シ
ャ
ル
ル
七
世(C

h
a
r
l
e
s

 

V
I
I
)

の
時
代
、
.

そ
の
慶
さ
れ
る
や、
.

R

T

も
生
じ
た
負
擔
の
木
公
疋は
、
强
き
反
對 

を
招
き
、

.

#

 

S

大
な
る
I

す
I

起
し
た
の
で

I

。
斯
く
て
、
フ
.ラ
ン
ソ
m

一
 

五
一
七
1

N 1

月
三 

て
；
國
揭
の
多
馨
な
其
の
殆
ど
大
半
が
、
.然
も
共
の
地
方
で
最
名
富
裕

且

つ

馨

な

る

ぇ

「

其
の
租
兑
を
免
ベ

掠
?
ん
と」

？

て
f
 
i

し
、
之
J

に
！

I

I

し
I

始
め
“

.し
r

ぼ

n

H

力
f

發
’せ
ら
れ
た
力
が
し
何
れ
も
效
f

 
く
、
栽
に
、
T

，イ
リ
イllj
世
はj

五
八
三
年
三
月
一
一
十
七
H

Q

I

を
以
て
、

人

麗

納

附
f

「

f

屢

蓮

■

■

會
に
I

免
稅
4

以
'て
i

f

を

民

む
f

る」

ピ

を

;：

取
締
り
、a
v

x
た
凡
ゆ
る
不
法
の
免
稅(

資
秸
を
剝
奪
さ
れ
た
貴
旎
•
’市
町
村
長
.•の
•子
供
•領
事
及
び
市
町
村
萸
員
•

前
財
務
，官
吏
の
デ 

孫
等
1

聰
业
セ
、暴
等
：の
：1
^
€^ ;

兔
敗
紫
に
»

^

2

^

ど̂
^

茂

.
1
'ー.筒
鬼
亂
び
來
撕
^

^

史
.挪
^

し
む
^

ゃ

ヲ

、
長

官

反

^ :

區

長
^-
對 

し
て
訓
令
を
發
し
た
が
、
之
も一

片
<D

空
文
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
そ
こ
.で
~?

六
0

〇
年
ー
ー
|
月
，を
以
て
發
せ
ら
れ
た
人
頭
税
に
關
す
る
ア 

ツ
リ
ネ
'四

世

の

命

令

は

，

.叉

た

不

當
0

免
秘
廢
.止
を
目
的
.ど
し
、

一
六
一
四
^

の
鞭
別
命
令
も
、

「

*

々
0

ロ
實
の
下
に
：
.
.不
當
"

-
• 

•
 

■
 

, 

: 

.

.

.

.

.

. 

i 

, 

r
- 

-• 

• 

•■
■-■
■-
 

•
.
-
. 

/
>
-
. 

■ 

• 

. 

- 

* 

- 

- 

-
•

に
免
税
せ
ら
れ
た
る
多
數
の
人
々
し
に
®

す
る「

多
數
の
選
擧
區
の
憤
怨」

の
結
艰
發
布
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
0

S〕

而
し
て
、
爾
来
、

.不
當
名
_
の
弊
害
廢
険
釔&

的
ど
U
一
で
發
せ
ら
れ
だ
をK
吃
に
、

-
六
ゴ

又
た
一
六
四
〇
年
十
一
.月
の
布
齿
及
W

一
 

六
四
一
年
_六
月
十
汍
日
„

十
一
1

一
十
七
日•

 

I

六
四
ニ
苹
三
月
十
九
^

五
月
十
时
ロ
，
八
月 

ニ
十
二
日
の
令
が
ぁ
り
.

更
に
楚
等
の
法
令
の
謂
ば
V

集
大
成
と
，‘も
看
る
べ
き「

總
命
令
1

9
€

§

|
 

0
|
1

0

1

)

が
路
易
± ,
1

$

0 ; 

晩
年
即
ち
一
六
四
三
¥

四
月
十
六
日
を
以
て
發
せ
ら
水
た
が
、
皆
是*

'「

富
と
權
ヵ
の
保
持
と
云
ふ
本
來
の
理
山
か
ら
，
當
然
I

進
ん 

で
.
大
^

る

書
.に
貢
献
す
べ
へ
き
、.

^

笤
權
門」

が
免
紀
緣
駿
を
港
.耍
&

的
'と
^

み
_

の
ず
_

0

1 :
:
:

S
 ̂
 

00̂

 
^
 

so
.-

 -2-
 
w-

 

.

ン
-;
;(

84) 

Ibid., p. 1
4
0
.
1
5
P

■' 

:
 

: 

■

■
:(

35
v.
_

,
 p. 2
2
1
7
.

富
時
、
市
民
は
、
■膜 

>々
、'翌
年
度
.の
納
税
名
簿
作
製
の
時
期
に
、
移
住
O '
通
知
を
出
し
て
入
頭
敗
を
免
か
れ
ん
と
努

力
し
た
。パ
此
の
特
別
命
令
■は
、
U
奪
の
移
住
密
lc
>

對
し
' 

如
何
な
，
，
る
嗷
ム
ロ
と

g

も
、
其
の
定
往
せ
ん
と
欲
し
た
.
る

場

所

に

一

年

間

完

金

に

•，滞
它

.

.
す
&
ま
.で
は
、
其
の
現
住
所
に
於
一
い
て
人
頭
税
及
び
諸
他
の
‘■

を
支
拂
ふ
可
き
旨
を
命
令
V

以
て
敍
上
の
腺
，

防
也
せ
ん
と
.し
た
も
の 

f 

-

で
あ
る
タ(Ibid.y:p. 

§ 

、
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(
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以
上
A

ベ
た
.と
こ
ろ
.に
依
つ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
人
頭
稅
を
免
除
せ
ら
れ
ん
と
す
る
努
力
は實
•に
其
の
創
設
と
同
時
に始
束
つ
た 

の
で
t
o
,

此

鼠

1

希
求
の
.主
耍
.目
的
は
固
ょ
り
金
錢
的
負
檐
の
輕
減
に
在
つ
た
が
、
同
時
に
其
れ
は
惟
り
金
錢
5

問

題

：
の
，
み
'
で

ド
 

く
又
た
囊
の
問
題
で

名
あ
つ
た
。
即
ち
、
當
時
の
社
會
に
於
い
て
、
.
納
税
と
勞
働
と
は
、
努
め
て
人
の
避
け
ん
と
欲
し
た
る
、
ニ 

大
辱
で
あ
つ
た
。
然

も

當
時
の
政
治
組
織
に
於
い
て
*
凡
ゆ
る
官
職
乃
至
資
格
に
し
て
寶
賈
せ
ら
れ
ざ
るも
の
は
な
か
'つ
た
。

 ̂

つ
て
'
 

.
免

税

の

資

格

の

賣

却

力

ら

多

數

の

被

免

税

者

の

續

出
し
た
こ
と
'は
極
め
て
當
撕
の
こ
と
で
あ
つ
たo

生
來Q

特
權
*t
級
v
yる
A 

族
及
び
僧
他
以
外
f
e

坐
し
た
る
被
毳
者
は
、
即
ち
、
大
部
分
、
星

財

政

證

Q

秋
に
賣
却V

ら
れ
た
る
免

養

皙

購
入
せ
る 

人
々
iで
あ
び
、
從
つ
て
之
を
賀
ひ
得
ざ
る
貧
者
の
上
に
f

負
擔
が
雨
下
せ
ざ
る
を
f

か
つ
た
の
で
I

O

,而
し
て
、
斯

か

る

羅
 

の
結
晶
せ
る
時
代
こ
そ
、
.實
に
、
'

I
十
四
世
の
治
下
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
、
ボ
ア
ギ
ュ
べ
丨
ル
が
課
税
の
不
公
f

以
て
最
近
始
ま 

つ
た
と
看
た
こ
と
も
全
然
辯
誰
の
餘
地
が
無
v>
の
.で
は
.な
い
。
 

，

誠
に
、
罄

に

關

す

る一

切
の
惡
弊
が
凝
結
し
たQ

は
路
易
十
四
世Q

治
下
に
於
い
て
V

あ
つ
た
。
即
ち
、
王

の

登

糧

ー

印
、

一
 

六
四
四
年
の
，士
ー
月
を
以
て
發
せ
ら
れ
た
る
勒
令
は
、
.選
擧
區
の
全
官
吏
に
對
し
、
嘗
て
一
六
四
〇
年
の
勅
令
に
依

つ

て
彼

等

か

ら

剝

 

奪
せ
る
毳
の
特
權
を
復
活
心
た
。
面
し
て
、
其
の
動
機
ば
、
'免
观
の
特
權
を
廢
止
し
て
も「

貧
闲
な
る
人
贤
に
對
し
て
何
等
_

の 

輕
域
と
は
な
ら
なs

若
く
は
な
つ
た
と
し
て
真
ふ
に
足
ら
f

i

極
め
て
僅
少
で
.あ
る
羞
ふ
に
在
る
、
藉
し
霞
高
祿Q

裏

は
 

人
頭
税
を
'課
せ
ら
れ
ざ
る
自
由
市
に
居
住
し
て
居
る
し
、
又
だ
人
頭
稅
を
課
せ
ら
る
~
都
市
に
居
住
せ
る
諸
他
の
官
吏
に
對
し
て
は 

:

馨

€

居
住
せ
る
都
市Q

住
民
は
.、
，戰
々
？

ど
し
て
、
頗
る
僅
な
額
を
麗
し
響
て
ざ
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。」

§

集
し 

て
斯
く
の
如
く
、
人
頭
税
を
課
せ
ら
れ
る
都
市
.に
居
住
せ
る
官
吏
が
、
從
等
S

禱

~

せ
る
市
民
に
敗
‘つ
て
僅
少
.な
る
金
額
を
響
て 

ら
る
ふ
過
客
と
す
れ
ば
、
_

庶
§

卑
屈
な
I

度
蠢
に
以
て
U

I

る
が
、
f

、
賽

'
 

馨

免

稅

の

特
權
を
事
受
..せ
，る
者
に
.對
1>
'
.て
は
、
縱
令
法
# :

に
依
つ
て
課
稅
し
得
る
時
と
雖
も
-斷
じ
て
然
る
可
く
課
稅
し
や
ぅ
と
は
し
な

か

つ

た

。

さ
れ
ば
，

一
六
:7
|
.四
印
三
月
の
，勅
令
を
以
て「

人
民
救
濟
の
.爲
に」

幾
多
0

被
免
税
官
萸
を
廢
除
す
る
と
北
£ :
>
.諸
他
、0
免
税
0

特
權
を

も
剝
奪
し
た
が
、
效
艰
な
く
、
玆
に
同
^

十
二
月
選
離
區
の
官
宽
に
、
次
い
で
.マ
六
片
六
年
三
月
に
は
殆
ど
凡
ゅ
る
奔
に
免
税
の
縣
權 

が
與
へ
ら
る
乂
に
取
/
つ
た
の
で
あ
る
。

' 

,

\
 

■ 

.

ム
：

-
-
« 

• 

• 

• 

■ 

I

•

.
 

.

.

.

.

(
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N
o
u
v
b
a
A
:

 

c
o
d
e

 

d
e
s

 

Tailles; 

etc，, vol. I. p* .413.

-

.

.

此
の
免
税
資
格
の
剝
奪
と
許
與
と
は
、
路
易
十
四
世
治
佌
の
間
、
誠
に
縦
へ
る
繩
の
如
く
に
、
繰
返
し
て
行
は
れ
た
。
即
ち
、
贫
拔

救
濟
乃
至
弊
%

除
去
の
名
の
下
に
免
税
の
特
權
が
撤
廢
せ
ら
れ
た
か
と
思
へ
ば
、
X

た
之
を
廢
JL

し
て
も
^
屈
な
る
市
民
が
嘗
て
の
特

權
階
級
所
屬
嘴
に
對
’し
て1

税
せ
ん
と
欲
し
な
い
と1

K

ふ
现
出
を
以
てg

び
其
の
許
與
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
•乍
ら
、：

免
税
の

特
_

の
刺
藓
と
許
與
と
が
斯
く
の
如
く
屢
々
行
は
れ
た
理
山
は
、
之
を
赏
尻
救
濟
と
庶
民
の
^

屈
と
に
の
み
歸
し
得
る
か
。
無
論
、
共

れ
も
ー
つQ

理
兩
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。
だ
が
、
そ
れ
は
飽
く
迄
.も一

つ
の
理
由
否
な
寧
ろ
表
M

的
理e

た
.る
に
止
t

、S
K

S
I

面
的
且

つ
^

本
的
則
认
は
^

繁
た
る
免
^

資
^

の
撒
^

を
行
ふ
こ
と
に
依
つ
て
、
之
を
新
ら
た
に
频
々
と
®

却
し
、
以
て
財
政
的
收
入
を
多

か
ら
し
む
る
點
に
こ
そ
在
つ
た€>
で
あ
る
。

(

38)

免
稅
資
格
S

貢
が
頻
り
に
行
は
れ
、
遂
に
入
札
に
依
つ
て
最
高
評
價
者
货
れ
が
娬

與
せ
ら
れ
る
に
‘至
れ
る
が
如
き
、
能
く
這
邊
の
'事
情
を
傳
へ
て
餘
蘊
が
な
い
。
斯
く
て
、
免
税
資
格
の
赋
與
せ
ら
る
、
範
圍
は
、
時

と
.

共
に
、
‘蒂
し
く
頓
大
さ
れ
、一

七
〇
一
一
年
七
月
、
古
物
賣
買
商
に
ま
で
及
ぶ
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
第
十
八
世
紀
初
葉
に
.於

け
る
被
免
稅
者
を
.ヴ
ォ
ー
パ
ン
は
十
八
種
類
に
分
顧
し
て
居
る
が
、(

3 9〕

然
も
、
彼
に
據
れ
ば
、
是
等
の
被
免
税
紫
は
、
量
的
に
は
、全

.

國
民
：の「

千
分
の
一
し
に
も
滿
た
ぬ
が
ソ
併
し
で
質
的
に
せ
、
實
に
、「

殆
:^

凡
ゅ
^

土
地
財
產
を
所
有
せ
る
人
々」

で
あ
.る
こ
と
を
注
意 

し
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
0(

40)
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路

易

，十

四

世

治

下
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財

政
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九
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i
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d
e  des  T

a
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V
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G
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グ
ォ
t

バ
シ
.の
揭
げ
■て
居
る
.免
^

资
格
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
.る
0(

1
,

)

國
王
ご
3:
姐
、
Vト
-ゥ
ブ
ァx

(
D
a
u
p
h
i
p
)

.^
下
、
王
庚
及
び
親
玉
が
に
，
 

特

別

の

顧

，主

と

，
し

て

所

有

せ

る

土

地

並

び

に

彼

等

の

主

耍

官

|

及

び

從

僕

の

，土

趣

：

：

(

5

國
務
大
臣
敢
び
に
其
の
用
人
及
.び
秘
譽
等
々
の
:;
': 

薄
_

_

_

_

簾
め
靡
翁
■

編

難

派

歷

猶

涵

疆

_

'

の
旁
敎
家
、即
ち
斜
牧
肺(

,0
|

5-
|

)

、大
司
敎(

>

昏
名
|

)

、司
敎
0

^

|〕

、收
益
所
得
あ
る
大
司
祭(

|

 

A

f
 

c
o
m
m
e
n
d
l
e
o

 

.

.
裘
に
彼
等
の
職
肩
及
ぴ
彼
等
に
依
る
‘被
保
馨
。
第
二
級
の
讓
家
等
。(

五)

騎

士

階

級

：
：
；

0
' 3

王

國

の

.霞

族

、

即
ち
八

)

爵
、1

R

帥
，

侯
•
伯
点
爵
及
び
無
官
貴
紳
等
。cセ

： }

醫
晁
の
蘭
官
、
即
ち
大
法
官
、
參
事
官-

參
®

院
麗
委
員
及
び
王
室
顧
問
官
。
長
官
•
評
定
宫- 

邏

啻

。
.高
等
法
雙
び
上
級
裁
判
'所
の
顧
事
總
曼
び
檢
撕
補
。
會
，計
檢
查
院
及
び
補
‘肋
.金
檢
謹
並
び
に
佛
關
西
財
務
局
。
.

(

-\
、#!
|

^ - 

地
方
裁
判
官
、
裁
判
長
、
參
窜
及
び
王
の
侍
臣
並
び
に
區
_

判
所
判
事
及
び
下
級
騎
官
。(

九y

地
方
代
官
、
其
の
秘
書
官
及
び
代
I

I

並

督
官
。C

1
1
〕
.滩

方
長
{吕
及
び
國
境
守
備
長
官
*

國
境
參
謀
長
、
等
.
.々
0
C 

1
.
1

1い
貴
紳
に
非
ざ
^

現
役
士
官
？
砲
兵
士
官
、
陸
軍
監
督
官
？
並 

び
に
之
I

類
す
る
諸
他
の
士
官
o (

.一： .

H)
最
近
寶
出
さ.

れ
た
.る
地
方
代
官
職
を
有
す
る
者
-
"例
へ
.ば
：王
國
內
の
諸
市
長
o( 

一
 

8

思

霄

i

へ
 

;

.
め
代
璁
及
び
特
權
來
賦
與

^ 1
5

^

敗
^

^

_

腐
—

福

1 ;
.
變

：養

：_

砑

の
自
由
地
及
び
貴
族
の
領
地
、
‘自
Fi
3
T{
l

及
び
貧
民
，に
.課

.^
る
乂
租
說
を
課
さ
れ
ざ
る
諸
他
の
地
方
ー
。(

一
七〕

大
小
作
人
並
び
に
其
の
第
一
、
第 

ニ
及
び
S

1
轉
借
人
.。C

1

八)

狡
猎
な
る
现
免
税
奢
、
即
ち
贈
贿
に
依
-(
?
、
若
し
く
は
兩
親
及
^

諸
他
の
有
カ
者
叹
信
用
に
^

つ
て
、
公
課
の
：

金
部
的
若
し
く
は
部
分
的
償
還
を
受
-く
る
手
段
を
講
ぜ
る
表
之
で
あ
り
、
.面
し
て
此
の
■數
は
殆
ど
無
限
で
知
るo

 

0
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h
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i
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J
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e

V
I
S
, Ibid. 

s
r
e
,

 

o
p
.

 

C
F
, 

p. 

s
-
4
.

 

t 

.
.

.
.

.
,;

加
_

: &

惹

: «

免
栽
^

は
惟
り
.彼
等
启
身
被
免
税
资
格
を
獲
得
す
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
關
.馨

、
就
中
彼
.等
の
小
作
人
を
も
亦 

次
免
銳
や
爾
權
^

輿
ら
し
め
ん
と
努
め
灰
の
で
あ
る
。
然
も
、'
.此
の
仲
介
の
勞
の
と
ゼ
外
る
所
以
は
，
破
等
.の
小
作
人
に
對
す
.る
眞
の
.：
 

^

切
乃
蜜
«

^

に
出
づ
る
と
沄
は
ん
ょ
‘り
.は
、
寧
ろ
彼
華
の
.權
勢
を
誇
ら
ん
と
.す
る
自
負
心
と
同
時
に
又
た
飽
く
無
き
利
己
心
か
ら
；で 

;'
|
>
や
た
？
*

0 -

點
を
指
獅
せ
る
ボ
ア
ギ
ユ
べ
ー
ル
の
，言
は
正
.し
い
。.
彼
.に
據
れ
ば
•

彼
等
が
^

の
小
■作
人
の
免
税
問
題
を
通
&

て
.得

だ
.
 

る
利
益
U

實

大

な

.る
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
»

税
：調
^

委
員
に
對
す
る
信
用
を
^

用
し
て
自
3
.の
小
作
人
を
免
1 1
.の
#
«
ぼ
趴 

ら
し
め
得
た
る
彼
等
.は
'、
小
作
人
の
免
除
せ
ら
れ
た
る
租
稅
の
一
部
を
著
服
す
る
こ
と
を
缺
か
さ
な
か
つ
た
0(

4 1)

さ
れ
ば
こ

そ

、

有
力 

な
る
地
主
が
租
税
割
當
の
業
に
參
劃
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
令
が
、
旣
に
ア
ン
リ
ィ
四
世
の
治
下
、

一
六
0

0

年
三
月
を
以
て
發
节 

せ
ら
れ
た
の
.で
あ
る
が
、
• #

し
何
等
の
效
果
も
無
く
、
依
然
と
し
て
斯
か
る
醜
都
が
行
は
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
凡

ゆ

る
' 

負
檐
と
收
奪
と
を
受
く
る
者
は
、
國
民
の
最
も
赞
弱
な
：る
部
分
で
あ
る
の
，に
對
し
て
、
資
力
あ
る
者
は
之
を
免
か
れ
た
る
上
に
尙
.ほ
不 

當
の
别
得
を
得
つ
、
あ
つ
た
。
ボ
ア
ギ
ユ
ベ
ー
ル
の
言
葉
を
藉
れ
ば「

自
己
と
其
の
.全
家
族
を
生
活
せ
し
め
る
■の

に

、

.
唯

だ

共

の

雙

腕

- 

を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
不
幸
為
る
人
々
が
.、
其
の
.有
す
る
凡
ゆ
：る
資
カ
を
超
過
せ
衣
割
合
を
以
.て
課
税
せ
.ら
る
\

に
枸
^

ず
、
象
大 

の
所
得
を
有
す
る
者
が
？

文
も
納
税
せ
ぬ
^
實
に
此
の
事
が
當
然
の
.事
と
な
り
'常
例
と
な
つ
た
の
.
で
あ
.
今

」

4 2)

其
の
結
果
は
何
か
0 

(

s
 

-BO:sguilleb3, L
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D
u de la F

i
c
e
、
Fart 1

1
,
chap.IV. Daire, 

o
p
’ 

c
rp. 174.

(

4?
しw

olsguillebert. F
actum dep'France, c

h
a
p
.

<!
. Dajre,o

p
,

 cif., 

p
;bo
6
2
, 

.

.

背
稅
，に
耐
へ
ず
、
耕
作
を
放
桀
す
る
農
耕
者
多
く
、•

»

驍
な
る
土
地
も
±

が
爲
に
菊
凉
た
1
荒
地
と
化
し
、
.又
た
或
•は

殷

業

し

"

或 

は

國

外

に

逃

；

U

す
A
商

工

業

者

の

.續

W

を
.も
見
る
に
至
つ
た
。
.斯
か
石
破
產
者
若
し
く
は
亡
命
者
に
就
い
て
V

ボ
ア
ギ
，
ベ
，1
:ル
は
幾 

璐
易
十
！
！i l
l:
.治
下
，の
財
政
狀
撤 

§
 

(

力 

一
C



路
易
十
溫
治
下
•の
.財
政
狀
態 

五
.四

ぶ

ー

ニ

)

多
: 0

實

例

畜
: ^

で
居
る
。
；爸

而
1

て
、
國
內
に
留
ま
つ
て
生
活
せ
：ん
と
ず
；る
も
の
は
、
.悉
く
、
貧
困
を
裝
ひ
、
窮
狀
を
誇
張
寒 

ば
な
ら
な
か
つ
た
。
藍
し
-

，然
ら
ざ
れ
ば
、
直
ち
に
重
税
を
猶
課
せ
ら
れ
る
.か
|

あ
る
。
斯
く
て
、
農
吴
と
§

ず
、
商
i

f

l

i

.萬
I

、
響

n

し
、
崖

奢

、
I

l

f

 

i

l

t

f言

i

た
^

.

は
何
れ
も
一
に
新
た
な
る
課
税
を
避
け
ん
が
た
め
に
外
な
I

か
つ
た
。S

1,彼
は
御
用
金
の
爲
に
葡
萄
酒
を
隱
し
r

人
頭
税
の
爲
こ 

奮

を

隱

す

、
然

も

ぞ

彼

Q

餓
死
#

ら
ん
と
f

怪
し
む
が
如
き
人
あ
I

,

斯
か
る
人
こ
そ
破
産
せ
I

I

る
に
違
ひ
な 

い
。1

0

裏

へ

る
ル
ッ
ソ
，ォ
の
•言
葉
は
背
税
に
喘
げ
る
常
時
の
庶
民
の
狀
態
を
傅
ば
し
む
る
に
最
も
適
切
な
る
も

の

で

S

ぅ
。
而

し
て
、
|

る
狀
|

消
費Q

不
自
然
た
る
抑
制
從
つ
て
I

Q

缺
如
を
招
來
し
、
延
て
又
た
養
I

乏
.裏

じ
、
舞
し
く
は
之
を 

愈
々
深
刻
化
せ
し
め
た
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
無
か
ら
ぅ
。

(
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<
0
^
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w
.

.

1

1

1

誓

就

I

与

寶

、
i

證

養

l

i

ぬ
2

1

た
I

被

課

馨

に
t

て
新
た
m

ふ
f

‘
Q
で
I

た
。
I

、
人
頭
f

f

ず
I

入
役
に
渋
て
I

に
、
旣
基

べ

f

フ
パ 

ソ
ァ
5

1

 <
¥

1

條)

は
、：
I

區
の
區
f

對
し
て「

爾
後
共
の
I

區
の
小
I

に
割
當
て
ら
れ
た
る
ん
頭
I

翁

す
 

へ
き
收
入
f

住
免
す
I

f

し
、
_
收
入
f

以
て
選
擧
區
の
往
民
に
依
り
、
被
等
の
ニ
切
；の
實
任
に
於
い
て
選
出
f

s

l
 

と
を
希
望
し
命
令」

‘
し
た
。
I

Q

法
t

亦
た
此
の
.收
入
役
蒙
制
度
を
.蟹

し

•

而
し
て
、I

選
擧
區
民
が
此
の
選
_

|

 

せ
る
場
合
に
限
つ
て
、
選
I

s

長
は
收
入
役
の
强
制
的
任
命
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
即

ち

、

墓

な

る

人

麗

螯

の

業
は
^

く
の
如
く
"

原
則
と
し
.
‘て
、
被
課
稅
者
自
身
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
0'
.

此
の
收
入
役
は
極
め
'て
重
大
な
る
隞
掌
で
あ
り
.

，人
を
し
て
破
產
と
投
獄
の
憂
き
目
に
遭
遇
せ
‘し
め
た
る
こ
と
屢
々
で
あ
つ
た
。
.誠 

に
、
ボ
ァ
ギ
で
へ
ー
ル
の
会
ふ
如
ぐ
、「

此
の
徴
稅
は
凡
そ
吾
人
の
想
像
じ
# :

る
最
、
^ ;

资
快
な
-る
赋
役
の
.
1
な
る
於
故
に
、
其
の
收
入 

役
ば
、
皆
之
、一

緖
に
街
を
步
ゆ
，ま
ん
■こ
と
を
欲
す
.る
の
で
，あ
る
o'

故
に
，
七
人
の
•收
入
役
の
居
る
所
で
^ *

、
其
の
七
人
が
、
交
代
せ 

ず
に
、
絕
ぇ
ず
'一
緖
に
街
を
歩
る
い
て
居
る
の
を
見
-る
の
•
で
’あ
る
。
然
も
*

人
風
#

が

1

年
に
し
て
微
收
せ
ら
れ
る
こ
と
は
■殆
ど
な
き
.
 

が
故
‘に
、
：今
年
度
の
收
人
役
ば
街
O '

片
側
を
歷
.訪
し
、
^ -

な
.寧
ろ
掠
奪
せ
る
に
鱿
し
、
前
年
度
.の
丼
れ
は
他
の
側
に
.就
い
て
同
様
の
事 

を
行
ぺ
>̂
;

を
岚
る
0

で
あ
る
。
而
し
て
微
收
し
淨
可
き
何
等
か
の
糧
食
若
し
く
は
道
具
の
存
す
る
場
合
に
は
、
新
收
人
役
を
要
す
る
が 

故
に
ハ
脲
か
る
場
合
に
は
、I

致
協
力
せ
.る
諸
他
の
，隊
伍
の
例
に
倣
つ
て
.！
0,

新
な
る
隊
伍
を
組
‘織
す
る
の
で
あ
る
0
,無
論
、
諸
所
に 

於
い
て
同
様
に
行
は
.れ
み
鹽
’の
微
收
に
就
い
て
は
、

一
種
の
氧
隊
が
組
織
せ
ら
れ
る
が
、
然
も
興
れ
は
一
牢
⑽
、
漫
歩
に
時
を
費
し
、

'
 

無
限
の
罵
罾
士
呪
咀
と
ょ
り
外
に
.殆
ど
何
物
を
も
得
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
.
0
之
れ
藍
し
、
恰
も
割
當
て
の
際
に
、
何
等
の
保
護
を 

も
期
待
し
得
ぬ
被
課
税
者
の
利
益
が
、•
商
業
と
消
費
と
の
、全
.き
杜
絕
に
依
つ
て
安
易
の
凡
ゆ
る
’
外
觀
を
隱
す
こ
と
に
布
る
と
等
し
く
、
 

徵
稅
の
.際
に
も
、-

彼
等
の
利
益
は
、
納
'税
を
遲
延
し
、
執
達
吏
の
手
數
を
煩
は
し
め
て
、
.彼
等
べ
のM

額
な
る
，課
税
に
■
•
し
て
收
入
役： 

に
復
醫
し
.た
り
、
若
し
ぐ
は
吏
拂
闲
難
の
事
覽
に
依
’つ
セ
广
翌
年
度
の
^

税
の
同
額
だ
ら
ん
と
ん
を
桓
^

じ
だ
^-

す
も
が
た
办
^

屢
.
 

.々强
制
と
處
分
a

〕

と
を
受
け
た
る
後
に
、
.少
し
づ
、
支
拂
ふ
こ
と
に
存
し
た
る
が
故
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
' 

一
週
聞
も
^

吞
廻
つ
■
 

た
後
に
、
唯
だ
罵
詈
鼸
誇
が
み
を
得
る
に
過
會
ぬ
こ
と
が
屢
タ
で
办
つ
^

が
、
然
も
他
方
彼
等
收
入
役
は
' 

其
の
官
職
の
役
得
と
し
て 

這
般
の
强
制
執
行
を
爲
せ
る
人
頭
税
收
稅
官
に
依
つ
て
巨
費
を
課
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
石
.。
し(

47〕

- 

\
 
ノ
.

.

(

46)

;.
此
の
强
制
執
行
に
就
い
て
グ
ォ
ー
バ
ン
は

1K

ふ
、1
屋
內
に
在
る
物
を
賣
却
せ
右
後
、

.

摩
の
■扉
ま
で
强
制
處
分
に
附
せ
る
こ

と

は

極
め
て
普 
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然

も

、

彼
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を
I

せ
る
後
、
其
の
還
ょ
り
芸
f

廉
價
に
叩
き
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皮

其

の
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豪

迄
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人

麗
s

收
が
亨
せ
ぬ
場
合
に
は
•收

「

霞

」

さ
れ
、f

 
i

f

f

た
る
、 

U
 
〃

ロ
 

I

に
食
物
I

裏

で

ボ

.ア
ギ
ュ
、ベ

,
ル

に

據

れ

，
ば
、
、

「

多

数

の

人i

收

入

役

碧I

り 

る

こ

と

久

し
.ぐ

、

」

f

獄

舍

に

於

い

て

「

食

物

參

當

と'
而

し

て

彼

管I

 

I

f

 

i

L

彼

等

の

死

亡

す
I

f
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成

す
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至
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f

i

l

l
否
し
、
若
し
く 

I

行

i

i

•
免
I

減
稅
i

て 

B

n

 

I

I要
求
す
る
に
至
つ
た
。
玆
に
於
い
てか

、
ア
シ
リ
ィ
四
f

六
〇
0
年

f

、
斯
か
る
.傾
向
の
1
 

I

I
す
る
法
令
を
I

するに至つたのである。
即ち、此
の
法
令
に
依
、

づ

.
、
I

I

g

f

 I

f

 
i

f

 

I

 れ
|

|

§

、

l

l

i

ガ
し
,

_
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.

次
き
に
若
し
租
税
奮
委
員
に
し
て
不
公
正
.な
る
割
當
を
行
へ
る
.場
合
に
ば
、
彼
等
自
身
を
し
て 

_

”

 

U

む
べ
く

、
同
年
度
中

、
彼
等
を
收
入
役
に
f

へ
I

と
を
規
定
し
、I

十
一
條)

。
加
之
.

不
I

な
る
I

し
f

 
§

、
又
i

名
I

、
各
被
課
税

す

長

免

の

—

も
併
I

謂

r

' V
r 

f

 - 
i

十
七
f
 )

'
更
に
f

名
薄
Q

S

に
當
つ
て
貴
顚
貴
族
乃
暴
門
勢
家
0 ;

干

渉

す

|

嚴

禁

す

る

|

規

定

し

(

第

十
八
條)

、依
て
以
て
課
税
の
不
公
JH

を
防
止
す
る
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

併

し

乍

ら

'

#

税

割

當

委

- M

乃

至

收

ん

從

に

取

：
づ

て

^

其
の
徵
收
せ
る
人
頭
銳
總
額
匕
^

^

す
苛
ぎ
收
税
官
と
、
自
己
：及
：び
近
親
者 

の
：免
秕
;;
!
/至
減
称
を
奥
求
せ
る
小
敎
區
<?
>

,

|

乃̂
：至
權
|
^と

：
、
ー
更

^

免
綠
：塞

み

：得
ず
然
も
.殆
ど
吏
拂
能
ヵ
を
缺
け
る
多
數
の
納
税
者 

と

：
の

間

に

介

在

し

.
つ
、

租
税
割
當
乃
至
徵
收
の
.業
を
完
成
す
る
こ
と
は
誠
に
容
易
な
ら
灯
こ
と
.で
あ
.つ
た
0
:而
し
て
>

寧
實
.に
於
い 

て
,

納
税
資
力
あ
る
富
者
權
門
は
自
已
及
び
i

者
ま
で
免
税
乃
至
：減
税
さ
れ
、

一
切
の
負
-»
は
納
税
資
カ
に
乏
し
き
者
に
轉
嫁
さ
れ 

タ
冰
、
然
も
、
此
の
埸
^

各
選
擧
區
の
官
吏
が
，
不
當
徴
税
に
反
對
し
之
が
爲
に
收
入
«

の
_

住
を
_

4
^

る
區
長
を
投
静
す
る
無 

法
な
：る
.權

眼

を

笮

し

且

つ

之

を

行

便

せ

る

事

：
に

對

し

.て

は

、
ゝ
之
：を

取

締

る

可

き

.何
等
の
法
^

-*

ハ
'
六 

三
年
_
1ー

月

十

ニ

日
.を
以
^

小

湛

ま

民

は

收
, ^
«

や
邀
任
後
に
於
い
て
其
の
連
帶
責
任
を
解
除
せ
ら
ネ
べ
ー
く
、」

：從
：つ
て
區
民
が
此
の 

選

任

を

拒

否

：
し

、

'
區
長
も
亦
之
が
強
制
的
任
命
を
行
は
ず
、
斯
く
て「

收
入
役
の
就
任
?:
;
缺
け
る
が
た
め
；に
投
獄
：也
ら
れ
た
る
區
長
は 

其
の
就
饪
後
に
於
い
て
放
免
：.せ
.ら
る
べ
き
こ
と
、
而
'し
て
收
入
役
ぬ
納
税
名
簿
の
作
f

爲
す
ベ
く
、
然
も
^

が
^ ：
製

に

當

つ

て

は

選
 

擧
區
の：

官
吏
に
依
つ
：て
檢
査
を
受
く
ベ
き
'こ
と」

を
規
定
せ
る「

布
告
し
の
.發
布
を
見
る
に
#「

つ
た
の
である

。
'然
も
、
唯
♦た
收
入
役
の
就 

任
を
以
て
能
事
了
れ
り
と
爲
す
.を
得
ず
。「

收
税
官
が
至
當
と
赛
做
す
額
の
少
く
と
も
三
分
の
一
を
收
稅
す
る
に
.非
ざ
れ
ば」

收
入
役
の 

投
獄
は
免
か
れ
得
な
か
つ
た
o 

, 

■

:

斯
く
て
、
人
頭
稅
こ
そ
は
、
貧
困
な
る
納
税
者
と
し
て
如
何
な
る
犠
牲
を
拂
つ
て
も
納
め
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
、
彼

：
 

等
に
對
し
て
最
，も
苛
酷
な
る
も
の
で
あ
つ
た
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
？
其
(0
.
彼
等
に
.對
す
る
影
響
は
、
即
ち
、
.全
く
破
壌
的
一
商
に
於 

い
て
の
み
著
し
い
も
.
0
で
あ
0

た
と
云
つ
て
差
支
人
.な
い
で
あ
ら
ぅ
。

.

' 

,

p
T
i 

m次
に
も
記
せ
石
が
如
く
、
尙
ほ
、
常
時
の
主
姐
な
•る
粃
稅
と
し
■，て
、
御
用
金
及
び
興
税
等
を
檢
、討
せ
ね
ば
な
‘ら
ず
、
而
し
て
屉
等
を
通
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